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蕊驚 虹
世
紀
に
向
っ
て
、
先
端
技

術
の
進
歩
発
展
の
め
ざ
ま
し
い

昨
今
、
人
類
の
食
糧
と
環
境
問
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会
長
西
川
欣
一

悪
蕊
螺

題
を
担
当
す
る
農
学
部
に
対
し
ろ
こ
ぱ
し
い
限
り
で
す
。

て
従
来
の
枠
以
上
の
期
待
が
寄
さ
て
、
わ
が
六
篠
会
が
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昨
年
九
月
、
西
羅
先
生
の
後

任
と
し
て
学
部
長
に
就
任
し
、

一
年
が
夢
の
様
に
過
ぎ
ま
し

た
。
顧
み
ま
す
に
、
「
わ
が
国
農

業
全
般
の
進
歩
発
展
に
貢
献
す

る
た
め
に
農
学
の
学
理
と
応
用

を
研
究
し
、
教
養
高
き
農
学
者
、

農
業
技
術
者
等
を
養
成
す
る
」

と
い
２
局
逼
な
理
想
を
か
ゞ
げ
、

三
宅
学
長
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
、

兵
庫
農
科
大
学
附
属
農
場
助
手

と
し
て
勤
務
し
て
、
謁
年
の
年

月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
農
学
科
一
学
科
の

み
で
開
学
し
た
兵
庫
農
科
大
学

は
五
学
科
二
十
七
講
座
に
拡
充

改
組
さ
れ
、
同
四
十
二
年
国
立

移
官
さ
れ
、
今
や
五
学
科
二
十

九
講
座
、
附
属
農
場
、
大
学
院

農
学
研
究
科
（
修
士
課
程
・
五

専
攻
）
を
も
ち
、
更
に
神
戸
大
学 ｌ

に
多
数
の
方
々
か
ら
の
ご
賛
同

を
得
て
、
盛
会
裡
に
実
施
で
き

ま
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
ご
報
告

し
、
ご
協
力
賜
っ
た
各
位
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
弱
年
５
月
四
日
、
当
日

は
雲
ひ
と
つ
な
い
好
天
に
恵
ま

れ
、
母
校
発
祥
の
地
、
篠
山
の

旧
農
大
跡
に
参
集
し
た
現
・
旧

教
官
の
先
生
方
は
じ
め
、
同
窓

生
多
数
の
見
守
る
中
〃
我
等
が

青
春
こ
こ
に
あ
り
六
篠
会
“

と
き
ざ
ま
れ
た
記
念
碑
の
除
幕

が
東
順
三
副
会
長
の
司
会
の
も

と
に
、
西
羅
寛
（
前
）
農
学
部
長

し
産
室
長
の
手
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

除
幕
式
を
終
え
た
参
列
者
は
、

農
大
旧
農
場
跡
に
建
設
さ
れ
て

い
る
篠
山
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
祝
賀
会
場
へ
移
動
し
て
、

久
下
平
副
会
長
の
司
会
の
も
と

に
祝
賀
会
が
始
め
ら
れ
、
先
づ

学
部
長
、
会
長
の
挨
拶
、
つ
づ
い

て
吉
村
貞
彦
、
清
水
俊
秀
両
先

生
の
鏡
割
り
、
河
本
正
彦
（
元
）

学
部
長
の
音
頭
に
よ
る
乾
杯
、

そ
し
て
に
ぎ
や
か
な
懇
親
の
ひ

と
と
き
が
つ
づ
き
、
最
後
に
浜

田
秀
男
先
生
の
万
才
三
唱
で
幕

龍

’
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
（
博

士
課
程
）
に
も
参
加
す
る
農
学

部
に
ま
で
発
展
し
、
昨
五
十
九

年
三
月
、
農
学
部
の
参
加
分
野

で
、
初
め
て
の
博
士
（
学
術
博

士
二
名
）
が
誕
生
い
た
し
ま
し

た
。
本
年
は
、
農
博
、
学
術
博
含

め
て
五
名
の
博
士
が
誕
生
し
ま

し
た
。
こ
こ
し
ば
ら
く
は
内
的

な
充
実
と
、
研
究
成
果
の
発
揮

に
向
っ
て
の
努
力
が
な
さ
れ
る

段
階
と
心
得
ま
す
。
関
係
各
位

の
ご
苦
労
、
ご
努
力
に
感
謝
と

敬
意
を
表
し
つ
つ
、
私
達
一
同
、

責
務
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
現
在
の
農
学
部
及
び

そ
れ
を
取
り
ま
く
社
会
的
状
況

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
に
、

本
年
の
受
験
傾
向
で
も
お
わ
か

り
の
様
に
、
農
学
に
対
す
る
社

会
的
要
求
は
、
今
後
増
加
す
る

を
閉
じ
ま
し
た
。
宴
は
旧
・
現

教
官
多
数
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
中
で
も
旧
農
大

時
代
の
教
養
の
先
生
方
及
び
農

大
事
務
職
員
の
方
々
が
多
数
駆

け
つ
け
て
下
さ
っ
た
の
に
は
感

激
で
し
た
。
ま
た
直
接
参
加
さ

れ
た
同
窓
生
か
ら
は
、
多
く
の

恩
師
や
旧
友
と
語
ら
い
得
た
喜

び
は
他
に
替
え
難
い
と
好
評
で
、

記
念
事
業
を
担
当
し
た
実
行
委

員
の
面
々
も
苦
労
の
甲
斐
が
あ

っ
た
と
喜
び
あ
い
ま
し
た
。

祝
賀
会
後
、
二
次
会
と
し
て
、

ク
ラ
ス
〈
三
Ｏ
Ｂ
会
が
そ
れ
ぞ
れ

開
か
れ
（
別
掲
特
集
記
事
）
、
旧

交
を
温
め
ま
し
た
。

な
お
、
そ
の
他
記
念
事
業
と
し

て
、
「
同
窓
会
名
簿
創
立
弱
周
年

記
念
号
」
の
発
行
、
「
発
祥
の
地

記
念
碑
絵
は
が
き
」
の
製
作
、
祝

賀
会
参
加
者
用
記
念
品
（
立
杭

焼
）
の
製
作
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

＊
＊
＊

な
お
、
記
念
碑
建
立
に
当
り
、

計
画
段
階
か
ら
種
々
お
世
話
に

な
っ
た
堯
天
義
久
（
前
）
神
大
学

長
、
知
事
代
理
の
横
田
光
雄
（
前
）

県
総
務
部
長
、
並
び
に
藤
井
正

一
ハ

農
学
部
長
水
野
進

嵩
の
皆
様
へ

様
に
思
わ
れ
ま
す
。
レ
ス
タ
ー
・

ブ
ラ
ウ
ン
の
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に
、
物
理
・
化
学
を
基
調
と

し
た
釦
世
紀
の
工
業
発
展
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
の
到
来
で
、

そ
の
限
界
が
み
え
て
き
て
、
こ

れ
か
ら
の
ｎ
世
紀
は
生
物
学
に

よ
っ
て
導
か
れ
る
時
代
で
あ
る

と
い
う
認
識
が
、
生
命
科
学
な

い
し
は
生
物
工
学
の
め
ざ
ま
し

い
発
展
に
よ
っ
て
、
工
業
界
に

い
よ
い
よ
確
た
る
基
盤
を
も
ち
、

重
み
を
ま
す
よ
う
に
な
っ
て
き
た

と
い
う
こ
と
が
い
え
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
云
い
か
え
れ
ば
、

生
命
科
学
を
取
り
あ
つ
か
う
農

学
部
に
対
す
る
社
会
、
あ
る
い

は
産
業
界
の
需
要
の
増
加
と
、

こ
れ
に
と
も
な
う
要
望
も
積
極

化
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
現

状
で
す
。

一
（
前
）
篠
山
町
長
ら
関
係
者
の

方
々
に
は
別
途
除
幕
式
に
先
立

つ
竣
工
式
に
お
招
き
し
、
感
謝
の

意
を
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
篠
山

学
舎
ゆ
か
り
の
神
緑
会
（
神
大

医
学
部
同
窓
会
）
有
志
の
方
々

か
ら
も
ご
寄
附
を
い
た
ざ
き
ま

し
た
事
を
申
し
添
え
ま
す
。

以
上
ご
協
力
賜
り
ま
し
た
各

位
に
重
ね
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。＊

＊
＊

次
に
六
篠
会
活
動
の
う
ち
、

全
学
同
窓
会
の
共
通
ク
ラ
ブ
で

あ
る
「
Ｋ
Ｕ
Ｃ
」
に
つ
い
て
報
告

と
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

国
鉄
三
宮
駅
前
、
神
戸
新
聞

会
館
８
階
に
で
き
た
Ｋ
Ｕ
Ｃ
（
神

大
ク
ラ
ブ
）
も
オ
ー
プ
ン
以
来
、

現
在
ま
で
に
全
学
の
卒
業
生
約

一
、
○
○
○
余
名
の
多
き
が
入

会
し
、
毎
日
学
部
の
壁
を
越
え

て
百
万
弗
の
夜
景
を
楽
し
み
な

が
ら
歓
談
し
て
お
り
ま
す
が
、

わ
が
六
篠
会
か
ら
の
入
会
者
が

他
学
部
同
窓
会
に
く
ら
べ
て
少

な
い
の
で
、
こ
こ
に
改
め
て
ご

入
会
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

Ｋ
Ｕ
Ｃ
に
つ
い
て
説
明
し
ま

こ
う
し
た
社
会
的
背
景
の
も

と
、
数
年
来
、
全
国
の
農
学
部

の
「
見
な
お
し
」
が
要
求
さ
れ
て

き
た
わ
け
で
す
が
、
本
年
に
は
い

り
文
部
省
の
農
学
部
改
組
に
対

す
る
姿
勢
は
、
一
段
と
強
ま
っ

て
参
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ

が
、
大
学
院
構
想
で
あ
り
、
い

わ
ゆ
る
本
大
学
に
設
立
さ
れ
た

独
立
大
学
院
方
式
と
、
愛
媛
大

農
学
部
を
基
幹
校
と
し
て
香
川

・
高
知
農
学
部
を
連
合
す
る
、

連
合
大
学
院
方
式
と
で
あ
り
ま

す
。
前
者
に
は
、
神
戸
・
新
潟

・
岡
山
・
金
沢
の
各
大
学
が
現

在
参
画
し
、
学
部
の
壁
を
と
り

の
ぞ
き
、
学
際
的
・
総
合
的
に

研
究
・
教
育
を
進
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

連
合
大
学
院
は
、
農
学
部
の
み

の
連
合
に
よ
る
も
の
で
、
学
問

す
と
、
加
入
さ
れ
た
方
は
い
ち

よ
う
に
雰
囲
気
も
良
く
、
案
外

安
上
り
で
ア
ル
コ
ー
ル
類
や
食

事
が
取
れ
る
と
好
評
で
、
ま
た

他
学
部
の
卒
業
生
と
も
気
楽
に

交
流
す
る
こ
と
が
出
来
て
、
仕
事

上
の
情
報
源
に
も
役
立
つ
と
、

入
会
し
て
良
か
っ
た
と
云
わ
れ

ま
す
。
そ
の
外
、
次
の
よ
う
な

特
典
も
あ
り
ま
す
。

①
中
国
料
理
〃
金
龍
閣
“

（
神
戸
新
聞
会
館
７
階
）
で
の
飲

食
代
の
叩
％
引
（
宴
会
は
５
％

引
）
、
②
”
Ｖ
ｉ
Ｖ
ｉ
有
馬
〃
の

割
引
、
③
会
員
価
格
に
よ
る

ボ
ト
ル
キ
ー
プ
、
④
〃
Ｋ
Ｕ

Ｃ
ブ
ラ
イ
ダ
ル
セ
ン
タ
ー
“
の

利
用
（
Ｋ
Ｕ
Ｃ
会
員
及
び
会
員

の
推
せ
ん
す
る
人
の
範
囲
で
、

右
の
相
談
室
が
利
用
で
き
ま
す
。

年
輩
の
卒
業
生
は
お
子
様
の
、

若
い
方
は
ご
自
身
の
配
偶
者
を

み
つ
け
ら
れ
て
は
い
か
が
で
す

か
）
、
⑤
Ｋ
Ｕ
Ｃ
ゴ
ル
フ
同
好

会
等
の
各
種
案
内
や
会
合
の
予

約
権
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

是
非
、
六
篠
会
員
多
数
の
ご

入
会
を
お
願
い
し
ま
す
。
会
員

一
、
○
○
○
名
突
破
を
記
念
し

の
総
合
化
・
多
彩
化
に
於
て
前

者
に
劣
る
傾
向
に
あ
る
様
に
思

わ
れ
ま
す
。
現
在
、
東
京
農
工

大
を
基
幹
校
と
す
る
関
東
、
愛

媛
大
を
基
幹
校
と
す
る
四
国
の

二
校
が
あ
り
、
更
に
東
北
、
中

部
、
中
国
、
九
州
に
設
立
構
想

が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
学

に
於
て
は
、
前
に
も
申
し
ま
し

た
様
に
、
大
学
院
設
立
四
年
が

経
過
し
、
大
学
院
の
教
育
・
研

究
も
軌
道
に
の
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
今
後
は
、
学
部
と
大
学
院
の

つ
な
が
り
を
如
何
に
す
べ
き
か

が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
ま
た
早

急
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
近
の
産
業
は
、
情
報
網
の

著
し
い
発
達
に
よ
り
、
目
ざ
ま

し
く
発
展
し
っ
、
あ
り
、
農
学

の
包
含
す
る
内
容
も
、
社
会
的

背
景
も
学
際
的
、
国
際
的
に
な

り
、
農
学
部
の
こ
れ
ら
変
化
に

対
す
る
対
応
が
強
く
望
ま
れ
て

い
ま
す
。
神
戸
大
学
入
学
者
選

抜
要
項
に
は
、
「
と
く
に
従
来
の

狭
い
範
囲
の
農
業
に
把
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
バ
イ
テ
ク
か
ら
食

生
活
・
環
境
保
全
ま
で
の
幅
広

い
範
囲
を
そ
の
対
象
と
考
え
る

て
近
く
Ｋ
Ｕ
Ｃ
会
員
名
簿
が
発

行
さ
れ
ま
す
。
入
会
ご
希
望
の

方
は
直
接
Ｋ
Ｕ
Ｃ
（
別
記
）
か
六

篠
会
幹
事
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

最
後
に
、
同
窓
生
の
皆
様
、
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と
共
に
、
世
界
有
数
の
大
貿
易

港
で
あ
る
神
戸
港
を
控
え
た
都

市
型
の
農
学
部
と
し
て
食
糧
輸

出
入
に
伴
う
諸
問
題
の
解
決
や

国
際
協
力
な
ど
、
国
際
的
視
野

を
も
っ
た
技
術
者
の
養
成
も
意

図
し
て
い
る
」
と
し
、
特
長
あ

る
本
農
学
部
の
あ
り
方
を
思
考

し
て
い
ま
す
。
勿
論
、
進
む
道

は
決
し
て
平
坦
で
は
な
い
で
し

ょ
う
が
、
新
し
い
、
幅
広
い
農

学
部
の
発
展
を
期
し
、
私
達
教

官
一
同
、
責
任
の
重
大
さ
を
痛

感
し
努
力
す
る
つ
も
り
で
す
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
農
学
部
発

展
の
一
つ
の
原
動
力
が
、
約
四

千
名
に
及
ぶ
多
数
の
卒
業
生
諸

君
の
社
会
で
の
活
躍
に
お
う
と

こ
ろ
大
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。
こ
こ
に
皆
様
に
心
か
ら

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
、
今
後

と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
ご
声
援
．

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

皆
様
、
神
戸
ご
通
過
の
折
は

是
非
六
甲
台
学
舎
を
お
訪
ね
下

さ
い
。六

篠
会
の
一
層
の
ご
発
展
と

会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
に
て
の

ご
活
躍
と
益
々
の
ご
多
幸
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
に
お
け
る
き
び
し
い
道
を

ご
精
進
の
こ
と
深
く
敬
意
を
表

し
ま
す
と
共
に
、
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

難

鍵､§

▲吉村，渭水両先生による祝賀会鏡割り
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農
学
部
創
立
三
十
五
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、
発
祥
の
地
記

念
碑
除
幕
式
お
よ
び
祝
賀
会
が

盛
大
に
催
さ
れ
た
後
、
土
壌
学

研
究
室
の
Ｏ
Ｂ
会
が
丹
波
荘
で

開
催
さ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
先
輩

の
皆
様
と
顔
を
合
わ
す
機
会
に

恵
ま
れ
ま
し
た
こ
と
を
大
へ
ん

う
れ
し
く
、
ま
た
な
つ
か
し
く

思
い
ま
し
た
。

ふ
り
返
り
ま
す
と
土
壌
研
究

室
の
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
は
、
故
佐

伯
先
生
（
初
代
教
授
）
の
退
官
と

石
沢
先
生
（
二
代
教
授
）
の
着
任

の
会
合
（
昭
和
四
十
四
年
）
、
東

先
生
の
教
授
就
任
の
会
合
（
同

五
十
二
年
）
以
来
と
記
憶
し
ま

す
が
、
ほ
ん
と
』
フ
に
久
し
ぶ
り

と
の
感
が
せ
ま
っ
て
き
ま
す
。

新
緑
薫
る
五
月
十
九
日
、
晴

天
に
恵
ま
れ
、
出
席
者
は
全
員

で
二
十
二
名
。

開
催
に
当
り
、
現
教
授
の
東

先
生
は
、
農
学
部
創
立
二
十
五

周
年
、
三
十
周
年
以
来
の
再
会

と
出
席
者
の
広
範
な
活
躍
を
喜

ば
れ
る
と
共
に
、
農
大
生
の
青

春
の
地
ｌ
篠
山
ｌ
で
学
生
々
活

を
送
っ
た
経
験
の
な
い
神
大
生

が
Ｏ
Ｂ
会
に
参
加
さ
れ
た
こ
と

を
な
に
よ
り
も
喜
ば
れ
、
今
後

と
も
「
六
篠
会
」
の
名
の
と
お

り
一
層
強
固
な
結
び
付
き
が
実

現
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
と
あ

い
さ
つ
。

一
同
、
田
中
先
輩
（
一
回
卒
）

の
音
頭
に
よ
り
乾
盃
。
神
大
十

五
回
卒
の
宮
永
君
か
ら
始
ま
り
、

土
壌
学
研
究
室
Ｏ
Ｂ
会
便
り

農
大
第
一
回
卒
の
東
先
生
、
田

中
先
輩
、
お
よ
び
現
土
壌
学
研

究
室
の
土
田
先
生
へ
と
全
員
が

自
己
紹
介
、
近
況
報
告
：
…
．
。

久
し
ぶ
り
の
篠
山
の
地
で
昔

の
学
生
時
代
を
偲
び
、
恩
師
、
先

輩
、
同
級
生
、
後
輩
の
思
い
出
話

に
花
を
咲
か
せ
、
時
間
の
た
つ

の
も
忘
れ
る
ひ
と
時
で
し
た
。

全
員
が
話
に
夢
中
に
な
っ
て

い
る
時
、
突
然
能
宗
先
輩
が
立

ち
上
が
り
、
「
本
Ｏ
Ｂ
会
は
も
っ

と
短
周
期
で
、
定
期
的
に
開
催

し
て
は
ど
う
か
」
と
の
提
案
が

晴
天
に
め
ぐ
ま
れ
、
我
ら
が
青
春

の
兵
庫
農
大
創
立
三
十
五
周
年

の
記
念
行
事
は
な
ご
や
か
に
、

楽
し
い
思
い
を
残
し
て
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

続
い
て
夕
方
よ
り
、
私
達
の

講
座
で
あ
る
食
飼
栄
養
化
学
教

室
の
有
志
に
よ
る
「
吉
村
先
生

を
囲
む
会
」
が
新
装
な
っ
た
国

民
宿
舎
さ
さ
や
ま
荘
で
、
楽
し

く
、
有
意
義
な
一
夜
を
夜
ふ
け

ま
で
続
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

三
十
年
ぶ
り
に
訪
れ
た
篠
山

の
町
は
、
古
い
家
並
は
昔
の
ま

ま
で
し
た
が
、
手
入
れ
が
よ
く

さ
れ
て
、
す
っ
か
り
リ
フ
レ
ッ

新
緑
薫
る
昨
年
五
月
十
九
日
、

「
吉
村
先
生
を
囲
む
会
」
に
出
席
し
て

農
化
“
年
卒
直
原
俊
策

あ
り
、
二
年
周
期
が
よ
い
と
か

三
年
周
期
が
よ
い
と
か
、
多
数

の
意
見
が
出
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
は
、
今
回
の
Ｏ
Ｂ
会
を
お

世
話
下
さ
い
ま
し
た
高
橋
先
生

に
一
任
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に

決
着
。ひ

き
続
き
、
会
の
司
会
役
の

高
橋
先
生
よ
り
歓
談
中
に
提
案

が
あ
り
、
本
日
の
出
席
記
念
に

色
紙
に
サ
イ
ン
し
た
も
の
を
、

故
佐
伯
教
授
の
奥
様
、
石
沢
教

授
、
お
よ
び
出
席
者
全
員
に
送

付
し
た
い
と
の
発
言
が
あ
り
、

シ
ュ
さ
れ
た
趣
き
で
、
私
達
が

お
世
話
に
な
っ
た
時
よ
り
、
美

し
く
、
洗
練
さ
れ
た
良
い
町
に

変
身
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

吉
村
先
生
は
、
京
都
の
御
自

宅
か
ら
篠
山
ま
で
、
車
を
運
転

さ
れ
て
お
越
し
に
な
ら
れ
、
帰

り
に
は
京
都
ま
で
私
と
大
村
、

野
呂
君
を
乗
せ
て
下
さ
っ
た
の

で
す
が
、
模
範
的
な
見
事
な
ド

ラ
イ
プ
マ
ナ
ー
で
、
お
年
を
感

じ
さ
せ
な
い
若
々
し
い
運
動
神

経
に
感
心
致
し
ま
し
た
。
若
い

弟
子
が
老
先
生
に
運
転
を
さ
せ

る
と
い
う
チ
グ
ハ
グ
な
こ
と
を

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
誠
に

あ
り
が
た
く
も
あ
り
、
も
っ
た

農
化
羽
年
卒
正
井
博
之

▲土壌学OB寄せ書き

全
員
こ
れ
を
了
承
。

最
後
に
、
「
デ
カ
ン
シ
ョ
節
」

を
高
唱
し
、
次
回
の
再
会
を
約

束
し
て
散
会
。

後
日
、
遠
路
東
京
よ
り
本
Ｏ

Ｂ
会
に
参
加
さ
れ
た
方
な
ど
は
、

も
う
一
度
篠
山
の
町
に
立
寄
る

途
中
、
記
念
碑
「
我
等
が
青
春

こ
こ
に
あ
り
」
を
見
に
行
か
れ

た
と
聞
く
。

私
も
、
記
念
碑
を
見
に
行
き
、

篠
山
を
去
る
途
中
、
本
日
の
Ｏ

Ｂ
会
に
参
加
し
て
ほ
ん
と
う
に

有
意
義
で
あ
っ
た
な
あ
と
、
し

か
も
何
か
す
が
す
が
し
い
気
分

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

こ
う
い
う
気
分
に
さ
せ
る
要

因
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、

恩
師
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
先

輩
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
ま
た

い
な
い
よ
う
な
且
つ
楽
し
く
、

思
い
出
深
い
旅
を
さ
せ
て
頂
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
の
私
共
の
計
画
は
、
名

武
先
生
以
下
八
名
の
発
起
人
の

賛
同
を
得
、
篠
山
で
学
ん
だ
卒

業
生
七
十
名
余
に
案
内
を
致
し

ま
し
た
が
、
総
勢
二
十
七
名
と

い
う
、
当
初
の
予
想
を
上
回
る

参
加
者
と
な
り
、
企
画
し
た
一

人
と
し
て
あ
り
が
た
く
感
謝
致

し
て
お
り
ま
す
。

本
来
な
ら
、
神
戸
大
学
卒
業

の
下
級
生
の
方
を
含
め
、
全
員

に
御
案
内
を
出
す
べ
き
で
し
た

５
月
四
日
晴
天
に
恵
ま
れ
た

篠
山
で
農
学
部
創
立
調
周
年
記

念
式
典
と
祝
賀
会
が
盛
大
に
催

さ
れ
、
引
続
い
て
篠
山
の
老
舗

「
近
又
楼
」
に
お
い
て
、
謁
周
年

記
念
延
喜
会
と
与
作
会
が
合
同

で
行
れ
た
。
参
加
者
は
約
別
名

で
あ
っ
た
が
、
例
年
３
月
に
行

れ
る
こ
の
会
が
、
今
年
に
限
っ

て
５
月
に
な
っ
た
た
め
か
、
本

来
、
醗
酵
生
産
学
研
究
室
新
卒

業
生
全
員
が
出
席
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
代
わ
り
現
役
専
攻
生

弱
周
年
記
念
延
喜
会
・
与
作
会

同
期
生
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、

学
生
時
代
を
送
っ
た
篠
山
と
い

う
町
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
い

や
、
恩
師
、
先
輩
、
同
期
生
、

後
輩
、
学
生
時
代
を
送
っ
た
篠

山
の
地
、
こ
の
す
べ
て
が
そ
う

さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

な
ど
と
考
え
な
が
ら
帰
途
に
つ

き
ま
し
た
。

７
名
の
全
員
参
加
と
い
う
う
れ

し
い
誤
算
も
あ
っ
た
。

山
菜
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
、

美
酒
を
酌
み
交
し
酔
が
ま
わ
る

ほ
ど
に
、
そ
れ
ま
で
は
同
年
配

同
士
の
み
で
談
笑
し
て
い
た
の

が
、
年
の
差
を
越
え
て
老
い
も

若
き
も
ワ
イ
ワ
イ
、
ワ
ィ
ワ
ィ

…
…
…
。
昔
話
や
先
生
方
の
裏

話
、
た
め
に
な
る
話
に
勿
論
ワ

イ
談
も
。
各
自
飲
み
過
ぎ
の
せ

い
も
あ
っ
て
か
カ
ラ
オ
ケ
の
声

も
音
程
の
は
ず
れ
や
ら
怒
鴫
っ

が
、
準
備
期
間
も
少
な
か
っ
た

た
め
、
失
礼
を
し
て
し
ま
い
ま

し
た
こ
と
を
紙
面
を
か
り
て
お

詫
び
致
し
ま
す
。

今
回
の
こ
の
集
り
の
一
番
の

収
穫
は
、
毎
年
春
に
一
回
、
食

飼
栄
養
化
学
卒
業
生
全
員
に
御

案
内
を
出
し
、
こ
の
よ
う
な
会

を
も
つ
こ
と
が
出
席
者
全
員
で

農
化
弱
年
卒
細
江
隆
司

日
頃
ど
う
し
て
も
学
生
時
代

の
同
期
生
と
は
親
し
み
や
す
く

交
流
を
持
つ
機
会
が
多
い
が
、

本
Ｏ
Ｂ
会
の
よ
う
に
、
縦
の
つ

な
が
り
の
中
で
、
先
生
、
先
輩

後
輩
の
話
が
聞
け
る
と
い
う
こ

と
は
非
常
に
意
義
深
い
も
の
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
報
告
し

て
Ｏ
Ｂ
会
便
り
と
し
ま
す
。

賛
同
を
得
た
こ
と
で
す
。

本
年
四
月
十
四
日
に
は
、
橋

谷
義
人
氏
と
山
内
淳
一
氏
の
お

骨
折
で
大
阪
で
開
か
れ
る
予
定

と
も
れ
賜
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

昨
年
以
上
の
多
数
の
方
々
の
出

席
で
楽
し
い
会
が
開
か
れ
る
も

の
と
楽
し
み
に
致
し
て
お
り
ま

す
。

て
い
る
の
や
ら
．
…
…
・
・
。
勿
論

本
番
の
「
デ
ヵ
ン
シ
ョ
節
」
で

は
、
「
教
授
、
教
授
、
い
ば
る
な

教
授
…
…
」
で
始
ま
る
替
歌
ま

で
で
る
仕
末
。
夜
も
更
け
て
く

る
と
、
喜
悦
至
極
に
家
路
に
つ

く
も
の
、
次
の
宴
会
へ
で
か
け

る
も
の
な
ど
、
結
局
一
泊
し
た

の
は
若
者
ば
か
り
約
別
名
で
あ

っ
た
。
夜
の
篠
山
へ
何
人
か
と

く
り
出
し
、
こ
れ
ま
た
篠
山
唯

一
と
い
わ
れ
る
カ
ラ
オ
ケ
ス
ナ

ッ
ク
を
訪
ね
た
り
し
た
が
、
街 ▲吉村先生を囲む会

中
記
念
祝
賀
会
参
加
者
の
オ
ジ

さ
ん
達
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

翌
卯
日
は
、
毎
年
恒
例
の
ゼ

ミ
旅
行
と
い
う
こ
と
で
、
「
丹
波

篠
山
め
ぐ
り
」
と
酒
落
こ
ん
だ
。

石
坦
の
み
の
篠
山
城
跡
へ
登
り
、

遠
景
を
見
渡
し
た
が
、
生
憎
の

雲
空
で
残
念
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
篠
山
歴
史
美
術
館
を
訪
ね

た
が
、
昔
の
裁
判
所
の
法
廷
が

当
時
の
調
度
品
で
再
現
さ
れ
て

い
た
。
他
の
椅
子
よ
り
も
数
段

高
い
所
に
あ
る
裁
判
長
の
椅
子

に
座
っ
て
他
の
椅
子
の
人
を
見

下
ろ
す
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
裁

判
長
の
雰
囲
気
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
後
、
篠
山
の

町
並
を
通
り
ぬ
け
、
山
間
部
に

車
を
走
ら
せ
立
杭
焼
の
窯
元
へ

向
っ
た
。

も
く
も
く
と
煙
の
立
ち
の
ぼ

る
窯
の
前
で
、
窯
元
の
主
人
か

ら
立
杭
焼
の
由
来
、
横
穴
式
（
の

昭
和
四
十
四
年
三
月
三
十
一

日
を
以
っ
て
、
兵
庫
農
大
は
神

戸
大
学
農
学
部
に
移
管
完
了
。

翌
四
月
一
日
付
を
以
っ
て
、
県

職
希
望
者
は
紙
切
一
枚
（
辞
令
）

で
そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
職
場
へ
転

勤
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
互
に

思
い
を
残
し
東
に
西
に
快
を
わ

か
ち
ま
し
た
。
そ
の
後
早
く
も

十
六
年
、
全
く
光
陰
矢
の
如
し

で
す
。
こ
の
間
他
界
さ
れ
た
方
、

で
す
。
こ
の
間
他
界
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移
管
後
の
事
務
系
職
員

の
皆
さ
ん
に
つ
い
て

元
農
大
事
務
官
太
期
勇

退
職
さ
れ
た
方
、
昇
任
転
勤
さ

れ
た
方
等
々
、
数
々
の
ニ
ュ
ー

ス
を
耳
に
し
ま
し
た
。
が
然
し
、

そ
の
場
限
り
の
記
憶
、
感
傷
に

留
ま
り
、
遠
い
過
去
の
出
来
事

の
よ
う
に
直
ぐ
に
忘
却
し
て
い

る
昨
今
の
私
で
す
。

今
回
六
篠
会
報
編
集
担
当
の

岸
原
先
生
よ
り
、
元
事
務
系
の

一
職
員
と
し
て
原
稿
提
出
の
ご

依
頼
を
受
け
ま
し
た
が
、
さ
て

塗
当
然
？
、
‐
翻
騨
御

国
騨
恥
一

ぽ
り
窯
）
の
特
徴
な
ど
を
説
明

し
て
も
ら
っ
た
。
次
に
、
ろ
く

ろ
を
回
し
て
製
作
に
挑
戦
し
た

が
、
出
来
上
っ
て
く
る
の
は
粘

土
の
塊
ば
か
り
。
主
人
の
や
っ

て
い
る
の
を
見
る
と
簡
単
に
思

え
た
が
、
な
か
な
か
大
変
だ
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
形
を

作
る
の
が
無
理
な
ら
せ
め
て
器

の
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
も
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
各
自
思
い
思
い

の
絵
や
文
字
を
か
い
て
主
人
に

預
け
、
後
日
焼
き
上
っ
た
作
品

を
送
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
時
の

楽
し
か
っ
た
こ
と
を
再
度
思
い

出
し
た
次
第
で
あ
る
。

唯
の
２
日
間
の
旅
で
は
あ
っ

た
が
、
私
達
の
青
春
の
思
い
出

と
し
て
き
っ
と
印
象
に
残
る
こ

と
だ
ろ
う
。
妬
周
年
記
念
事
業

に
関
係
し
、
ご
壷
力
い
た
ざ
い

た
各
位
に
感
謝
致
し
ま
す
。

認…L:冒鍾

慰糎準一鐙鍾
鰯

錘

砕譲 …
テニ

与作会

．
・
・
：
。
、
と
戸
惑
っ
た
次
第
、
と

申
し
ま
す
こ
と
は
前
記
の
と
お

り
余
り
に
も
年
月
が
経
過
し
、

記
憶
喪
失
か
忘
却
が
多
く
て
、

．
．
…
…
・
「
あ
の
先
生
」
、
「
あ
の

・
・
…
・
局
長
、
上
司
、
同
僚
」
と
聞

か
れ
て
も
、
容
易
に
思
い
出
せ

●

ま
せ
ん
。
（
余
程
の
特
徴
、
美
点
、

欠
点
の
あ
る
方
は
例
外
で
す
。
）

こ
の
よ
う
な
頭
の
状
態
で
す
の

で
、
比
較
的
記
録
が
あ
り
、
皆

様
に
馴
染
み
の
あ
る
こ
と
が
ら

と
考
え
に
考
え
た
上
・
…
・
…
。
、

移
管
当
時
の
事
務
系
の
方
々
を

対
象
に
し
て
、
現
況
を
お
知
ら

せ
し
、
原
稿
用
紙
を
埋
め
さ
せ

て
頂
き
、
ご
容
赦
を
願
う
次
第

で
す
。小

生
、
幸
い
農
大
に
長
年
お

世
話
に
な
り
、
自
宅
も
庭
先
程

に
近
く
、
又
退
職
後
、
県
の
篠

山
総
合
庁
舎
（
元
農
大
の
農
場

跡
に
建
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
）
内

の
丹
波
県
民
局
篠
山
分
室
に
嘱

託
と
し
て
末
席
を
与
え
ら
れ
て

い
る
関
係
上
、
ち
ょ
い
ち
ょ
い

旧
知
の
方
が
お
出
で
に
な
り
、

地
元
在
住
者
と
し
て
、
今
後
時

機
を
得
て
ニ
ュ
ー
ス
を
お
送
り

し
た
く
思
い
ま
す
。

（
昭
和
六
十
年
二
月
現
在
）

▼
退
職
者
（
順
不
同
）

山
中
慶
次
。
小
野
田
慶
司
。
小

嶋
良
。
森
秀
二
・
吉
積
舜
三
。

日
置
貞
正
。
荻
野
正
三
。
市
内

繁
清
。
和
田
正
。
青
木
菊
恵
。

小
畠
一
夫
。
田
村
幸
夫
。
久
合

田
清
。
小
嶋
俊
彦
。
太
期
勇
。

▼
県
職
員
と
し
て
在
職
者

足
立
隆
夫
（
柏
原
高
校
、
三
月
末

退
職
予
定
）
。
岡
本
邦
夫
（
柏
原

高
校
莞
堀
登
（
生
活
文
化
部
青

少
年
局
）
。
畑
中
凉
（
柏
原
農
林

事
務
所
）
。
太
野
垣
順
子
（
氷
上

福
祉
事
務
所
竜
石
田
栄
代
（
県

立
柏
原
病
院
）
。
福
井
亨
（
北
摂

整
備
局
新
都
市
部
）
。

▼
他
界
者

永
井
建
雄
。
中
道
泰
民
。

関
係
者
ま
だ
ま
だ
沢
山
お
ら

れ
ま
す
が
、
移
管
当
時
に
限
定

し
ま
し
た
の
で
了
承
願
い
ま
す
。

移
管
完
了
の
翌
年
よ
り
毎
年
、

農
大
当
時
学
生
部
長
、
図
書
館

長
を
さ
れ
た
方
々
を
お
招
き
し

て
、
篠
山
の
地
で
事
務
関
係
職

員
相
集
い
、
思
い
出
の
一
刻
を

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
も

や
が
て
催
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、

こ
の
模
様
に
つ
い
て
は
、
後
日

写
真
を
添
え
て
お
知
ら
せ
し
た

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

終
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
足

立
隆
夫
氏
（
柏
原
高
校
事
務
長
）

に
は
、
既
に
皆
様
新
聞
紙
上
で

ご
承
知
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の

度
、
兵
庫
県
教
育
功
労
賞
授
賞

の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
と

共
に
ご
祝
福
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。
以
上
簡
単
で
す
が
、
初

め
て
会
報
の
一
端
を
お
借
り
し
、

六
篠
会
の
益
々
ご
発
展
と
、
皆

々
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
つ

つ
今
回
は
失
礼
い
た
し
ま
す
。

▲旧兵庫農科大学本部事務室
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昭
和
詔
年
卒
久
保
知
義

野
原
敬
吾
・
小
崎
正

宮
澤
秀
介
・
三
木
正
士

昭
和
四
年
卒
有
田
央
順

酒
木
徹
・
前
川
尚
夫

平
山
国
治
・
平
吉
功
樹

昭
和
加
年
卒
石
野
拓
造

賀
美
富
士
雄
・
木
戸
口
三
郎

垣
内
正
記
・
橋
本
利
太

前
川
進
・
木
戸
太
三

三
宅
昌
・
亀
島
卓
也

昭
和
訓
年
卒
稲
森
次
郎

岡
田
侃
一
・
奥
西
弘

早
栗
毅
・
中
谷
吉
実

鍋
山
郁
夫
・
古
田
昌

森
俊
人

昭
和
魂
年
卒
豊
増
千
鶴
男

井
上
庄
平
・
植
田
保
雄

長
谷
川
市
郎
・
阪
上
勘
右
衛
門

村
上
和
良
・
村
原
穣

松
林
元
一

高
山
敏
弘

居
垣
千
尋

岡
本
三
郎

河
本
正
彦

加
藤
征
四
郎

木
村
重 ［

口

長
谷
川
儀
一
・

永
冨
昭
・

後
藤
定
年
・

藤
井
一
夫
・

吉
村
貞
彦
・

井
上
良
・

近
藤
健
次
郎
・

花
井
七
郎
兵
衛
・

松
下
俊
夫
・

安
田
勝
幸
・

浜
田
秀
男
・

大
嶋
俊
彦
．

創
立
妬
周
年
に
あ
た
り
、
六
篠
会
で
計
画
し
ま
し
た
各
種

記
念
事
業
に
対
し
、
現
・
旧
教
官
、
旧
事
務
官
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
多
数
の
ご
賛
同
を
得
て
、
そ
れ
ら
を
盛
大
に
実
施
で

き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
に
ご
参
画
い
た
ぎ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
の
ご
芳
名
を
連
記

し
、
ご
厚
情
に
対
し
て
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
芳
名
に
つ
き
ま
し
て
は
間
違
い
な
き
よ
う
努
力
し
ま
し

た
が
、
も
し
万
一
誤
字
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
許
し
下
さ
い
。

（
幹
事
長
新
家
龍
）

創
立
弱
周
年
記
念
事
業
参
画
者
の
皆
さ
ん
へ

農
学
科
・
園
芸
農
学
科

現
教
官

清水西吉堀小一
水野羅川尾野井

石
橋
武
彦

下
田
与
四
雄

石
神
信
男

山
本
賢
治

三
上
稚
章

堀
江
格
郎

松
井
宏
安

野
田
執

奥
谷
禎
一

小
林
潤

石
沢
修
一

金
子
秀
明

石
橋
武
彦

隆
夫

尚
志

一
二
圭
口寛

利
雄晃

教
今
村
幸
三
郎

荻
野
正
平

中
島
正
清

藤
田
悦
久

森松中石
澤井村川

大
南
彰

下
鴫
悦
男

八
田
知
美
・

谷
口
勇

坪
倉
浩
一

前
田
巳
之
助

村
田
煕

石
田
陽
博

津
国
節
男

上伊青岩西畑澤
山藤木崎村野 辻識彗星蒸憲鳴

楢

難濡昇難驍雪和健照 武
泰彦次雄功志稔

範靖克
巧義弘行

官井
殿

小
前

永
井

芦
田 佐

藤
孝

鈴
木
直
治

山
下
律
也

清
水
淳
一

西
躰
雄
二
郎

小
野
豊

国
枝
鉱
造

斎
藤
義
一

久
寿
米
木
朝
雄

宮
田
澄
男

長
島
浩
二
郎

尾
松

湖
川

樋
口

松
田

中
西

尾
崎

上
田

名
武

苅
田

岡
山

秋
田

西
川

松
浦

山
口

川
崎

堂
本

稲
次

新
田

三
方

安
川

圭 寛敏
史悟治雄

滝
雄

憲
嗣

英
武

一
義

欣
一

良
彦禎

泰
民

高
明

テ
ツ

叡
司

貞
夫

昌
人淳

高
秀

謙
司

三
郎

邦
夫

彰
一

峻
男

鷲
尾
三
郎

昭
和
調
年
卒

大
森
明
夫

北
浦
義
久

宮
城
重
喜

昭
和
訓
年
卒

大
西
章
司

高
畠
三
郎

毛
利
敏
治

昭
和
弱
年
卒

上
田
武
志

岸
田
安
弘

古
河
崎
正
昭

長
沢
弘

藤
原
良
平

前
野
良
夫

昭
和
狛
年
卒

井
上
征
男

京
川
義
久

杉
田
靖
興

中
尾
義
則

長
藤
資
也

吉
川
徹

昭
和
諏
年
卒

岸
谷
靖
雄

新
保
幸
範

戸
澤
昭
夫

牧
亨

山
田
孝
義

昭
和
魂
年
卒

田
中
真
夫

鈴
垣
則
夫

畑
中
康

宮
崎
秀
紀

昭
和
調
年
卒

岡
本
康
義

坂
井
永
利

中
田
義
冨

藤
田
豊
英

水
田
勲

横
井
政
美

昭
和
㈹
年
卒

奥
原
茂

芝
軒
邦
夫

永
吉
照
人

丸
山
英
彦

昭
和
酬
年
卒

加
藤
一
人

黒
田
禮
文

辰
巳
吉
彦

細
川
延
英

西
川
澄

中
條
道
裕

昭
和
躯
年
卒

鹿
島
平
蔵

迫
正
幸

田
中
瑞
樹

前
田
孝
司

丸
山
真

昭
和
網
年
卒

桑
本
進

古
橋
慧

内
山
隆
明

木
下
勝

関
灘
重
一

野
田
真
良

堀
宏
行

森
田
尚
敏

足
立
隆
昭

小
田
垣
博
三

小
林
征
夫

鈴
木
素
斐
鳴

永
田
健
二

細
見
峻
弘

秋
末

岡
村

北
垣

森
口

土
佐

尾
崎

中
沢

池
田

柏
木

佐
藤

西
内

望
月

山
口

有
元

塩
川

荒
木

小
池

住
吉

西
田

水
谷

浅
田

置
塩

後
藤

北
畠

細
田

原 芦
田

古
家

武藤
田

宮
崎

山
本

田
中

栗
崎

高
見

樋
口

室
田

天
野

小
国

下
川

中
野

本
田

村
上

義和昭高行進昭康光勝直利 正昌
顕勉彦生信久雄二弘徳夫一道親晋敏保

健
三知喬

允
武晋

勝
幸

達
知

芳
郎 斉

成
夫

公
文

清
数

晴
彦

武
典

康
之

孝
雄

規
正

昭
男淳

啓 忠忠昌宏
一武正義温明幸

薮
崎
宗
博

梶
原
佑
三

高
貝
忠
弘

西
野
治
彦

森
岡
通

宇
佐
美
暘
一

岩
崎
正
範

清
田
直
樹

井
関

小
山

竹
内

本
郷

森
本

和
久

上
山

小
林

津
川

藤
田

脇
尾

猪
股

鎌
本

瀬
川

廣
島

松
浦

山
下

石
橋
正
義

大
佐
田
宏
良

黒
田
洋
司

田
淵
義
朗

藤
岡
道

堀
口
昌
男

安
井
秀
夫

位
飼
孝
明

川
田
統

近
藤
博
美

竹
中
祥
倶

長
谷
部
健
一

水
谷
利
治

池
田

小
原

竹
内

平
山

村
本

新
木

三
好

芝
田

幡
野

岸
田

藤
田

石
野

加
藤

米
津

石
田

植
田

北
野

西
浦

尚
弘

暢
重

紀
子薫

武
彦

成
彦

康
二

士
ロ
一

孝
夫

真
嗣敞

充
正

正
昭

益
生

正
一

尹
信

剛
二

隆
彦

安幸豊政勝涼忠冨兵豊克明義 美五
博夫彦一博一久夫衛政薫明義雄正幸郎

井
上

金
田

酒
井

土
井

樋
口

山
内

前藤中小川市
田木尾稲上村

浦
岡

多
方

平
川

岩
花
光
彦

富
田
希
一
郎

大
場

小
池

辰
巳

前
川

和
田

植
杉
次
郎

斉
藤
長
生

内
藤
親
彦

藤
原
宣
正

山
田
光
良

宇
杉
興
一

岸
本
正
紀

武
下
謙
一
郎

林
博
行

友
井
健
夫

味
村
省
蔵

円
増
肇

清
水
義
生

中
村
喜
彦

戸
次
浩
二
郎

保牧田田岡
田 中中山

大
塚
美
智
夫

岸
本
基
男

野
々
口
睦
巳

上
田
昭
彦

小
林
久
太
郎

谷
俊
洋

藤
池
昭
之

圓
尾
哲
郎

山
本
博
昭

清郁成博
脩一夫修雄明

昌正
寛信陸

匡 正義
勲宏広之憲

美英光
茂晃治夫雄

祝
夫

邦
夫

茂
夫

重
保

靖
男

義
人

岡
田

佐
郷

星
野

西
脇
圀
博

松
下
征
彦

昭
和
“
年
卒

河
合
希
直

阪
口
純
一

佃
和
民

前
田
浩
典

昭
和
妬
年
卒

後
藤
情

松
尾
敏

昭
和
妬
年
卒

久
斗
光
則

島
原
作
夫

昭
和
岬
年
卒

甲
斐
祐
二
郎

中
村
岩
夫

昭
和
佃
年
卒

西
出
宗
晶

昭
和
佃
年
卒

柴
田
好
文

昭
和
印
年
卒

木
村
慶
一

藤
元
法
彦

昭
和
引
年
卒

大
野
高
資

佐
野
順
一

根
来
賢
二

昭
和
馳
年
卒

高
谷
信
之

藤
原
信
一

昭
和
弱
年
卒

佐
々
木
彰

武
田
一
彦

西
尾
達

村
本
正
昭

昭
和
別
年
卒

大
村
明

野
田
善
悟

昭
和
弱
年
卒

阪
村
基

中
川
善
博

昭
和
弱
年
卒

包
清
博
之

田
中
雅
久

森
本
毅

昭
和
印
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田
豊

高
木
弘
之
・
谷

平
野
克
彦
・
藤
田

山
本
義
明
・
山
本

中柴岡稲山細土鈴小岡石森林武古和
田田松田本見田木山谷橋竹 山西泉

和泉

足
立
収
生

大
村
哲
夫

木
村
宇
一
郎

西
村
信
行

森
友
彦

山
本
建
志

青
山
英
紀

江
上
富
士
雄

賀
川
知
彦

辻
啓
介

森
鼻
久

芦
田
賢
一

大
江
武

金
井
寛

高
橋
竹
彦

谷
口
寛
治

松
浦
捷
二

池
田
雅
充

新
納
功
一

谷
口
良
平

畑
中
弥
寿
彦

矢
野
泰
臣

石
下
雄
造

億
田
紘
一

多
志
満
弘
夫

服
藤
峻

吉
川
年
彦

秋
末
力

今
井
徹

岡
根
谷
隼
次

副
田
眞
佐
雄

西
海
秀
作

松
村
正
信

浅
野
正
志

北
原
修

谷
哲
哉

藤
田
正
邦

山
本
隆
三

北
山
範
夫

酒
井
進

冨
士
大
高
司

孔
庸
・
金
関
恋
・
鎌
谷
勲

古
西
義
正
・
小
林
一
郎
・
阪
上
経

武
山
昇
・
谷
口
次
男
・
中
村
隆
則

林
宏
昌
・
藤
本
孝
順
・
前
田
泰
秀

森
竹
利
夫

石
橋
次
男
・
入
江
義
人
・
岩
見
止
才
夫

岡
谷
伸
治
・
荻
野
信
人
・
岸
本
芳
郎

小
山
博
之
・
坂
本
昭
夫
・
佐
野
秀
夫

鈴
木
蓮
・
巽
祐
一
・
田
中
光
夫

土
田
広
信
・
長
澤
園
司
・
西
本
俊
一

細
見
淳
・
前
川
文
男
・
森
浩
祥

山
本
篤
・
行
政
定
夫
・
渡
辺
進

稲
田
和
之
・
井
上
治
彦
・
岩
井
剛

岡
松
修
身
・
小
野
豊
三
・
鍵
本
正
之

柴
田
征
一
・
田
村
元
義
・
辻
洋
一
郎

中
田
昌
伸
・
長
岡
俊
明
・
西
浦
隆
司

福
井
伸
宏
・
藤
田
儀
信
・
前
川
季
義

安
川
章
・
山
本
隆
司

足
立
収
生
・
生
島
紘
一
・
伊
藤
清

大
村
哲
夫
・
小
原
真
也
・
金
関
良
子

木
村
宇
一
郎
・
衣
笠
誠
吾
・
田
中
正
一

西
村
信
行
・
桝
谷
滋
・
三
宅
威
一

森
友
彦
・
森
博
章
・
山
内
惇
一

山
本
建
志
・
吉
田
英
毅

青
山
英
紀
・
網
代
真
也
・
池
田
裕
彦

江
上
富
士
雄
・
王
子
善
清
・
角
田
洋

賀
川
知
彦
・
清
水
希
彦
・
新
藤
充
宏

網
代

王
子

清
水

充
宏

楢
本

湯
川

伊
藤

大
谷

阪
本

高
橋

民
田

前田吉
川附瀬岡

本
晃

高
木
槙
夫

団
野
定
次

肥
田
修
二

渡
辺
正
弘

太
田
守
彦

加
藤
進
弘

田
中
靖
夫

藤
原
昌

吉
田
公
夫

池
田
恵
治

上
垣
豊

片
山
誠

竹
川
範

長
谷
川
信
弘

山
本
和
博

嵐
一
夫

木
輪
亜
夫

長
沢
藤
延

松
田
修
幸

吉
本
一
之

義弘 良武益 希
弘剛薫逸秀男勲彦

徹
也

康
彦

洋
一

小
倉

樽
昧

前
田

上
月

高
見

中
島

藤
原

東
野

米
田

内
田

岡
本

嶋
澤

武
本

中
村

大
野
博
行

櫛
部
孝
二

寺
岡
彰
夫

渕
上
彬

脇
内
成
明

石
橋
宏

氏
丸
俊
彦

勝
矢
泰
夫

中
村
親

花
本
秀
生

吉
倉
惇
一
郎

有
本
敏
之

直
原
俊
策

萩
中
慶
治

山
北
太
郎

葭
山
裕
子 実宏

昌
彦

和
夫

耕
作

順
博

浩
之

正
彦

要
人

好
秀

武正知延
治行之介

谷
口
正
浩

昭
和
妬
年
卒

志
水
伸
一

藤
田
剛

昭
和
妬
年
卒

大
西
重
樹

高
木
良
雄

昭
和
〃
年
卒

武
正
興
興

中
野
誠

水
口
健

昭
和
杷
年
卒

阪
下
喜
治

宮
秋
徹

昭
和
柏
年
卒

宇
野
秀
敏

西
垣
勉

堀
隆
夫

吉
川
誠

昭
和
印
年
卒

植
田
三
郎

小
路
正
博

中
村
洋
輔

昭
和
訓
年
卒

坂
本
佳
史
恵

寺
井
慎

昭
和
魂
年
卒

太
田
進

宮
本
良
平

昭
和
弱
年
卒

阪
部
忠
司

西
村
公
雄

松
永
祐
士

昭
和
弘
年
卒

永
峰
一
弘

松
本
喜
裕

昭
和
弱
年
卒

北
山
静
夫

長
岡
昭
夫

丸
山
隆

山
口
高
秀

昭
和
弱
年
卒

角
田
全
功

三
野
徹

立
花
本
義

野
村
秀
一

柳
田
重
美

島
久
治

昭
和
師
年
卒

市
村
司

漉
華
佐
和
子

仲
田
摩
耶
子

村
尾
繁

吉
永
和
彦

昭
和
調
年
卒

大
勝
昌
子

佐
藤
正
敏

長
森
陽
一

三
上
敦
人

坂
本
敏
幸

玉
田
邦
彦

宮
本
良
平

江
口

田
中

丸
山

池
田

神
吉

高
田

飯
島

田
面

中
村生

本
武

立
花
茂
雄

吉
野
栄
一

天
野
史
郎

国
見
祐
治

石
川
豊
子

津
久
井
和
代

和
田
治
郎

杉
山
龍
司

垣
内
利
仁

杉
本
敏
男

南
森
隆
司

浅
田
博

工
義
尚

前
田
利
和

青
木
隆
明

大
林
宏
昭

塩
野
入
勉

長
尾
昭
彦

杠
隆
史

石
井
芳
則

外
山
誠
司

野
口
幸
二

野
田
小
夜
子

大
滝
裕

成
島
則
之

村
上
一
恵

小
川
博
儀

坂
本
宏
司

長
田
貞
男

三
木
豊

蟻
岡
義
隆

岩
田
卓

竹
内
昭
子

中
山
誠
治

森
田
恵

両
馬
良
樹

井
手
秀
司

岡
本
昌
彦

瀬
川
彰
浩

長
谷
川
雅
一

矢
野
誠 澤誰恵騨卓霞

猪
熊

釜
田
和
彦

関
智
之

谷
本
早
人

二
木
誠

山
田
恭
裕

早智和 清
和

伸
忠

新
次

鐸
郎

秀
起

稔
保

義
次

輝
雄

俊
博

英
誠人之彦治

牛
若
純
一

松
岡
博
史

吉
野
英
世

有
山
陽
子

幸
田
昇

藤
本
敏
子

山
形
裕
士

大
西
壮
司

伊
藤
渡

佐
久
間
実
孝

菊
谷
潤
子

森
田
幸
一

安
藤
隆
夫

田
中
元
三

溝
根
章

志
賀
純
子

川
村
和
彦

柴
田
大
輔

中
田
和
博

余
田
耕
一

梶
原
茂

木
全
美
栄
子

東
野
隆
一

森
中
啓
三

加
藤
正
彦

福
田
英
一

大
和
公

冠
野
禎
男

柴
田
尚
子

長
屋
敦

三
岡
伸
吉

北
岡

冨
井

米
谷

今
中

小
出

漏
留

岡
根

津
村

西
村

池
田
順
一
・
池
田
達
哉

小
竹
美
子
・
高
橋
淳

辻
美
幸
・
永
井
康
雄

田
中
智
子
・
野
上
義
喜

柳
原
孝
次
・
山
本
由
紀
子

和
田
和
子

岩
佐
義
和
・
上
田
太
郎

河
波
朗
・
久
野
智
弘

津
田
茂
伸
・
中
島
祐
子

林
み
ゆ
き
・
船
木
美
幸

吉
田
正
澄

太
郎

智
弘

祐
子

美
幸

山古西善川植
中道岡田口田

実
博信裕成木
司正一文治生

英和正信道寿 裕
喜雄充晴夫守晃陽隆

記
村
公
雄

大
久
保
秀
郎

林
部
増
英

牛
尾
公
平

鈴
木
貴
博

林寺川
川崎

安
藤

浄
慶

田
崎

山
口

岩
元

澤
田

内
藤

吉
羽

江
口

丹
波

横
山

市
川

川
本

祖
田

西
田

小
笹
充
夫

増
田
昇

坂
口
昇

高
倉
由
美
子

松
岡
陽
一

山
本
浩

辻
真
二

間
嶋
正
保

荒
木
朋
洋

木
瀬
徹

中
江
孝

平
岡
睦
生

村
岡
浩
一

大
塚
耕
太
郎

笹
井
素
子

田
口
裕
亮

野
村
啓
一

八
木
正
博

渡
辺
力
之 俊

純
一

雅
嗣渉

宏
一

博
之

幹
雄聡

茂
雄

哲
三

光
孝

恒
広

耕
造

澄
子

英
樹

耕
治

文
雄

信
平

昭
和
加
年
卒

昭
和
訓
年
卒

竹
下
完

藤
中
勤

昭
和
魂
年
卒

中
島
英
夫

池
上
良
一

氷
上
雄
三

昭
和
訓
年
卒

永
原
茂
夫

昭
和
調
年
卒

岡
本
圭
司

松
尾
佳
彦

昭
和
鏥
年
卒

大
森
祥
男

多
田
三
喜
男

三
木
啓
造

昭
和
諏
年
卒

住
田
昭
男

中
村
康

別
府
昭
彦

昭
和
調
年
卒

黒
田
正
明

逸
見
真
二

昭
和
弱
年
卒

角
倉
来

藤
川
孝
行

昭
和
弱
年
卒

渡
辺
雅
雄

大
槻
庄
右
衛
門

千
崎
佑
二

三
浦
俊
六

昭
和
柘
年
卒

豊
久
恒
夫

昭
和
妬
年
卒

成
川
博

昭
和
〃
年
卒

村
上
正
樹

昭
和
佃
年
卒

曽
根
利
治

吉
本
泰
三

昭
和
相
年
卒

昭
和
調
年
卒

下
岡
一
則

萩
本
邦
彦

柳
正
城

昭
和
則
年
卒

隅
田
啓
介

松
井
克
也

和
田
彰
文

昭
和
枢
年
卒

坂
井
田
智
治

山
西
宏
明

昭
和
“
年
卒

桑
原
佑
司

細
見
充
史

昭
和
㈹
年
卒

昭
和
“
年
卒

畜
産
学
科

太
治
司
郎

間
野
文
爾

高
田
彰
宏

横
林
哲
也

泉
潤

小
林
皖
二

水
澤
健
治

稲
岡
重
幸

小
林
克
彦

前
川
浩
治

村
尾
久
隆

木
村
毒
彦

高
橋
忠
生

仁
藤
憲
征

松
浦
祥
二

岡
澤
秀
晃

酒
井
一

松
木
晴
義

石
原
矩
武

谷
口
明
浩

三
徳
四
十
四

岡
正
路

杉
本
寵
秀

番
匠
宏
行

伊
藤
修

金
藤
祐
輔

都
築
良
武

和
田
善
博

今
村
金
二
郎

水
船
宏

上
野
幸
生
・
宮
永
恵
三
・
山
野
佳
則

昭
和
印
年
卒
予
松
本
修
治

井
口
元
夫
・
岡
村

外
林
諭
吉
・
友
金

吉
田
穣
治
・
和
田

岩
谷
尭
・
植
木

谷
口
正
夫
・
西
尾

宮
澤
哲
男
・
村
上

芦
田
郁
夫
・
畑
山

坂
戸
一
郎
・
笹
尾

中
西
三
生
・
中
道

三
木
泰
之

稲
継
嘉
和
・
木
股

中
村
直
彦
・
藤
田

大
久
保
貞
裕
・
武
田

平
山
義
人
・
福
田

井
下
祥
子
・
武
藤

杉
上
光
男

生
田
和
良
・
石
井

竹
安
邦
夫
・
津
留

湯
本
章
人
・
吉
田

赤
崎
晴
久
・
梶
井

井
上

冨
田

三
木

勝
博

隆
三卓

出
口

米
村

井
上

小
松

仲川中
井越西

運
天

杉
原

前
坂

米
山

坂
野

塚
元

東
元

佐
谷
稔
・
中
村
秀
昭

室多生山辻大渡清河
山田永本 西辺水南

小
山
秩
怡
・
杉
本
金
五

三
原
英
和
・
薮
中
治
郎

澁
谷

西
村

山
内

公
長
・
上
垣
春
雄

健
照
朗
・
高
見
吉
一

基
宏
・
杉
田
正
見

博
信

幸
雄

啓
郎

大俊治荘正克保
喜明彦茂一登大彦幸

朝
正

一
一
一
一正恵

恵
造

晴
彦

治
也

啓
司弘

信
行

正
雄司

勝
也

達
二

民
夫

忠
宏

隆義
司孝徹

昌
行
・
知
見
憲
次

宗
幸
・

義
明
・
立
花
孝
二

英
憲

洋
子
・
鵠
見
俊
郎

香親恒
樹晃夫二

西下
上岡

純文
弥一

桜
井
誠
次
郎

中
井
勉

藤
井
明
雄

太
田

武
田

前
田

北
川

中
浜

盛大小
谷原山

小
田
垣
昭
治

常
深
邦
晃

神
戸
陽

信
岡
正
登

堀
毛
善
明

越
智
昭
博

鷹
尾
歌
之
介

清
水

戸
来

山
本

岩
佐

杉
本

本
城

向北
井川

北
井
和
久

利和
家雄章

圭一
浩司義 勲

光
生

貞
夫

善
美

武
久

洋
一

正
博

昌
弘

敏
一

文
雄

昭
和
鯛
年
卒
足
立
祐
幸
・
石
坂
十
字
・
井
上
皎

今
井
孝
・
今
田
淳
彦
・
金
井
正
夫
・
岸
本
哲
夫

切
貫
武
代
司
・
児
玉
勝
義
・
小
林
勝
・
小
山
吉
二

野
口
利
宏
・
柴
田
一
郎
・
島
田
動
・
都
留
茂

時
安
秀
延
・
中
尾
脩
・
長
尾
嘉
彦
、
中
谷
正
実

西
河
清
・
西
口
一
成
・
清
水
民
五
郎
・
早
川
勝

福
澤
一
郎
・
藤
本
良
一
・
長
谷
川
稔
・
松
田
幸
三

松
本
責
・
宮
宅
安
雄
・
邑
橋
和
夫
・
賀
川
実

草
川
貞
良
・
幸
長
勝
美

昭
和
調
年
卒
安
達
幹
夫
・
荒
木
修
・
岸
本
光
司

島
田
達
男
・
坂
口
和
夫
・
高
畠
暢
宏
・
西
岡
弘
之

西
山
敏
和
・
松
下
房
雄
・
松
原
敏
夫
・
宗
平
長
城

山
本
勇
雄
・
横
田
幸
治
・
米
沢
一
幸
・
梅
本
明
義

大
薮
領
一
・
大
野
忠
治
・
紙
漉
政
一
・
兼
古
桂

横
谷
幹
・
塩
崎
真
一
郎
・
佃
貞
徳
・
小
林
敏

中
尾
裕
之
・
長
谷
川
進
・
林
田
幹
夫
・
広
田
豊

河
原
絹
男
・
前
川
重
夫
・
三
好
旭
・
山
中
芳
郎

山
村
貞
平

昭
和
如
年
卒
上
野
弘
・
篠
篠
原
正
登
・
諏
訪
義
昭

高
橋
勝
洋
・
山
形
庸
・
金
森
教
信
・
中
戸
健

山
口
菊
雄
・
岩
本
治
・
岡
本
保
正
・
高
馬
繁
一

塩
谷
亮
一
・
田
村
大
・
柘
植
利
正
・
中
谷
宏

八
木
和
一
・
屋
祢
本
邦
夫

昭
和
訓
年
卒
石
田
安
夫
・
内
橋
康
二
・
大
田
清
重

崎
泰
治

光
石
直
起

昭
和
印
年
卒

田
中
豊

昭
和
引
年
卒

昭
和
詑
年
卒

執
行
清
司

中
川
和
彦

昭
和
弱
年
卒

伊
藤
裕
見
子

平
位
修
一

松
本
憲
和

昭
和
別
年
卒

米
田
伊
津
子

藤
原
忠
典

奥
田
一
博

昭
和
弱
年
卒

末
吉
正
典

昭
和
鏥
年
卒

木
村
文
一

松
岡
隆
夫

昭
和
師
年
卒

荻
野
昌
人

西
川
誠

米
澤
勉

昭
和
弱
年
卒

昭
和
調
年
卒

松
岡
康
浩

昭
和
印
年
修

藤
本
和
義

赤
堀
伸

義
本
岳
宏

鶴
陵
会

大
学
院
・
農
学
研
究
科

佐
敷

門
田

榎
本

西
田

有
本

長
澤

田
中

森
下

有
吉

塩
見

福
山

皆
川

占
部

澤
田

山
口

計
良
伸
行

昭
和
弘
年
修

勝
田
新
一
郎

植
村

高
橋

伊
東

里
村

山
田

磯
田

滝
沢

安
井

元西
沢

永
西

昌 敏健英 昌
修実吉司衛明次男徹守平

哲 昌明治雅雅勝操裕晃忠定
二茂弘彦彦史則彦晶子寛史治嗣雄

高
見
咲
雄

山
下
利
明

加
藤
則
仁

浜
田
正
義

長
谷
川
潔

川
戸
浅
和

千
草
寿
々
子

岡
部
敦
子

池
田
政
隆

高
木
伸
雄

藤
本
伸
一

森
良
之

景
山
弘
一

四
宮
啓
祐

山
本
博
志

奥
村
融

竹
生
一
行

稲
葉
一
明

田
中
祐
司

三
津
本
充

上
田
博
之

堂
本
智
子

山
吹
啓
介

北
村
守

藤
沢
幸
子

北
口
宜
男

昭
和
魂
年
修

新
森
敏
弘

広
瀬
幸
弘

岩
村

野
村

平
松

植
村

中
村

山
本

多
賀

藤
域

西
野

山
尾

中
尾

土
佐

湯
浅

葛
原

端
坊

広
岡

松
林

小
嶋

杉
田

吉
川

辰
巳
昌
史

昭
和
印
年
修

昭
和
弱
年
俸

佐
田
雅
宏

平
岡
耕
一

矢
野
巧

升
二

英
明

通
生聡

泰
久

洋
一

道
彰

宏
和

浩
二

守
雄

久
恵

英
三

利
彦

和
樹

充
央

慎
吾

真
希

照
久

俊
幸

一
哉

三
晶
㈱
・
杉
本
食
品
㈱
・
浅
野
工
事
㈱
・
弘
栄
貿
易
㈱

㈱
中
埜
酢
店
・
小
西
酒
造
㈱
・
沢
の
鶴
㈱
・
西
宮
酒
造
㈱

菊
正
宗
酒
造
㈱
・
本
野
田
酒
造
㈱
・
伊
藤
ハ
ム
栄
養
食
品
㈱

キ
ュ
ー
ピ
ー
㈱
・
関
西
高
等
学
院
・
日
本
グ
ラ
ウ
ト
エ
業
㈱

春
環
境
機
材
㈱
・
佐
藤
薬
理
商
会
・
日
本
チ
バ
ガ
イ
ギ
ー
㈱

住
友
化
学
工
業
㈱
・
堀
井
薬
品
工
業
㈱
・
大
日
本
除
晶
菊
㈱

台
糖
フ
ァ
イ
ザ
ー
㈱
・
小
野
薬
品
工
業
㈱
・
三
和
農
芸
施
設
㈱

㈱
神
崎
高
級
工
機
製
作
所
・
前
田
産
業
㈱
・
兵
庫
県
経
済
連

灘
神
戸
生
協
・
月
と
６
ペ
ン
ス
・
日
本
住
所
調
査
セ
ン
タ
ー

枝
研
発
泡
工
業
㈱
・
芝
茂
造
園
建
設
㈱
・
ホ
ー
ム
エ
イ
ゼ
ン

丸
永
㈱
・
小
田
垣
商
店
・
辰
己
緑
営
（
順
不
同
）

加
藤
誠
一

勢
能
秀
憲

中
島
秋
穂

出
田
求

国
広
真
規

播
磨
小
太
郎

前
津
栄
位

山
田
正
二

昭
和
魂
年
卒

柴
崎
修
男

橋
本
宏
昭

森
本
和
昭

上
垣
勝

小
寺
敏

南
條
巖

藤
本
正

安
永
一
弘

荻
野

福
井

俣
野

長
沢

江
口

井
上

山
田

光
辻

今
井

田
中

田
渕

丸
野

太
田

藤
田

岸
本

合
田

山
中

森田
口

松
岡

石
濱

前
田

藤
田

窪
田

中
治

乾
三

公
一

哲
馬鐵

二
郎禎

貞
彦

喬
久

茂
夫淳

隆
一

勝
義

英
樹

良
雄

謙
二

義
民

昌
良

勝
三

純
子

隆
宏

正
三亨稔

庄
治

庸
平協

賛
広
告
・
協
力
会
社

そ
の
他

兵
庫
医
大
・
医
進
課
程

森
秀
二

北
村
幸
一

畑
中
諒

山
中
廣
次

（
願
不
同
）

中
山

森
川

仁
木

黒
瀬

石
川

南本
田

石
田

八
木

西
田

室
井

永
田

土
井

杉
原

高
野

森
垣

姜菊
川

原浜
田

大藤西
杉本本

荘

内
橋
直
昭
・
長
田
真
和
・
小
西
敏
夫

清
水
敏
男
・
玉
谷
一
幸
・
中
川
秀
夫

若
山
敏
幸
・
岡
田
好
治
・
向
山
勇

森
本
実
・
吉
田
成
宏
・
石
本
敏
郎

江
利
増
人
・
太
田
倉
雄
・
笠
山
昭

坂
井
浩
・
多
田
幹
男
・
鳥
居
保
之

西
本
荘
一
郎
・
畠
棋
典
・
福
田
耕
治

藤
本
辮
二
・
財
田
福
雄
・
矢
持
四
郎

大
杉
幸
夫

釜
江

田
中

辰
巳

井
上

谷
口

春
名

槙
原

喬
義

定
雄

敏
雄

均
二

羊
男

礼
三

雅
之喬

正
宏

恵
吉

凱
雄

利
雄

邦
紘

俊
一

新
二驍

坤
中豪

武
夫

暁
民

嘉
幸
・
坂
田
啓
一
・
杉
原

栄
蔵
・
竹
村
和
男
・
長
井

明
・
藤
原
敏
泰
・
丸
山

浩
・
香
川
正
清
・
桐
山

慎
吾
・
内
藤
洋
・
永
井

八
郎
・
藤
永
英
一
・
本
多

誠
三
・
増
岡
昭
博
・
西
川

洋

英
一

昭
博

杉
原

小
嶋

山
田

中
山

河
村

渋
谷
嘉
晃

福
永
康
生

望
月
眞
人

田
岡
稔

岩
崎
忠
昭

小
田
迪
彦

奥
野
達
雄

船
曳
紀
之

上
山
堯
碩

住
野
公
昭

春
井
正
資

山
鳥
澄
子

森
為
博

坪
田
紀
明

坂
井
孝
至

湊
川
徹

太
田
威
彦

武
部
恭
一

安
武
弘
子

（
順
不
同
）節利兵

子郎吉良

浜小山太
上畠田期

ま
昌一き
之夫の勇

澤
徳
一

森
泰
三

船
坂
和
彦

松
野
仁
誌

山
本
節

足
立
和
彦

釜
江
玄
司

吉
田
宗
儀

日
吉
幸
雄

大
城
力
造

土
屋
さ
な
え

山
鳥
重

瀬
口
春
道

川
口
精
司

山
本
明

宮
地
陽
吉

山
本
忠
生

武
田
善
樹

小
暮
晃
久 清一

長
井
鰻
三

丸
山
秀
敏

桐
山
良
平

永
井
淳
一

本
多
宏
州

西
川
登
美
夫
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昭
和
五
十
八
年
暮
に
届
い
た

六
篠
会
報
に
、
創
立
三
十
五
周

年
記
念
行
事
を
篠
山
で
行
う
と

あ
り
ま
し
た
。
「
篠
山
で
」
の
記

事
に
是
非
出
席
し
な
け
れ
ば
と

思
っ
た
も
の
で
し
た
。
篠
山
へ

は
大
阪
に
転
勤
し
て
以
来
数
度

訪
れ
て
お
り
、
そ
れ
も
農
場
跡

に
建
て
ら
れ
た
保
健
所
へ
行
っ

て
い
る
の
で
す
か
ら
、
「
な
つ
か

し
さ
」
も
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い

筈
で
す
が
、
何
故
か
行
っ
て
み

よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。
そ
う

言
え
ば
最
近
、
高
校
の
ク
ラ
ス

会
、
小
学
校
の
同
期
会
と
続
け

て
案
内
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ

う
い
う
年
令
に
な
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
／
・

記
念
行
事
の
案
内
状
に
は
、

〃
Ｏ
Ｂ
会
を
ど
う
ぞ
、
会
場
の
紹

介
を
し
ま
す
“
と
あ
り
ま
し
た
。

思
え
ば
我
々
三
十
三
年
卒
は
、

卒
業
以
来
一
度
も
集
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
の
チ
ャ
ン

ス
で
す
。
「
集
ま
ろ
う
」
と
北
浦

氏
に
も
ち
か
け
た
と
こ
ろ
、
早

速
に
大
学
に
い
る
氷
上
氏
に
連

絡
を
と
り
、
事
務
局
を
氷
上
氏

が
引
き
う
け
て
く
れ
、
会
場
も

丹
波
荘
と
決
ま
り
、
集
ま
る
だ

け
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
五
月
十
九
日
大
阪
駅

で
久
米
氏
に
ぱ
っ
た
り
。
お
か

三
三
会
に
出
席
し
て

げ
で
久
し
振
り
の
福
知
山
線
の

二
時
間
の
短
か
か
っ
た
こ
と
。
彼

と
は
卒
業
以
来
会
っ
て
い
ま
せ

ん
の
に
不
思
議
に
話
が
す
す
む

の
で
す
。
ど
う
も
簡
単
に
時
計

の
針
は
逆
に
回
る
よ
う
で
す
℃

丹
波
荘
に
な
つ
か
し
い
顔
ぶ

れ
が
現
れ
ま
す
。
早
速
に
近
況

報
告
や
懐
旧
談
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
こ
で
も
時
計
は
簡
単
に
逆
回

り
し
た
と
み
え
ま
す
。
参
会
者

は
農
学
科
六
名
、
農
芸
化
筆
科

楽
し
み
に
し
て
い
た
日
が
や

っ
て
来
た
。
ど
ん
な
顔
ぶ
れ
が

集
ま
る
の
だ
ろ
う
か
、
ま
た
、

青
春
の
地
〃
篠
山
“
は
ど
の
よ
う

に
様
変
り
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
と
、
あ
れ
こ
れ
思
い
を
巡
ら

し
、
胸
お
ど
ら
せ
て
、
こ
の
日

が
来
る
の
を
待
ち
望
ん
で
い
た

の
で
あ
る
。

思
い
返
せ
ば
昭
和
四
十
二
年

の
秋
、
兵
庫
農
大
が
国
立
移
管

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
学
舎
が

移
転
す
る
ま
で
に
篠
山
の
町
で

同
窓
会
を
し
て
お
こ
う
と
い
う

こ
と
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
女

同
期
会
で
の
思
い
出

農
化
調
年
卒
櫻
井

▲37年卒同期会

十
一
名
、
畜
産
学
科
三
名
の
合

計
二
○
名
で
し
た
。
会
の
名
称

も
正
式
に
「
三
三
会
」
と
認
知
さ

れ
、
五
年
後
に
神
戸
で
と
再
会

を
約
束
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

翌
日
は
、
「
我
等
が
青
春
こ
こ

に
あ
り
」
の
碑
の
前
で
記
念
撮

影
を
し
、
何
と
な
く
城
跡
へ
行

こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
篠
山
城
祉
は
説
明
書
の
看

板
等
が
た
て
ら
れ
、
整
備
さ
れ

た
様
子
で
、
堀
も
一
部
埋
め
ら

房
を
篠
山
に
連
れ
て
い
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
そ
の
当
時
は
結
婚

一
年
目
で
、
新
婚
気
分
も
ま
だ

抜
け
て
い
な
い
時
で
も
あ
り
、

ま
た
、
篠
山
で
過
ご
し
た
学
生

時
代
の
思
い
出
話
を
よ
く
話
し
、

聞
か
せ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

ぜ
ひ
連
れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

せ
が
ま
れ
て
、
道
連
れ
に
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
十
七
年
の
歳
月
が

流
れ
、
兵
庫
農
大
創
立
三
十
五

周
年
記
念
の
行
事
に
併
せ
て
、

兵
庫
農
大
十
回
生
（
昭
和
三
十

七
年
卒
）
の
同
期
会
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
新
婚
気
分
は

と
う
に
抜
け
て
し
ま
っ
て
い
る

が
、
か
つ
て
訪
れ
た
時
の
篠
山

の
印
象
が
余
程
良
か
っ
た
と
み

え
て
、
こ
の
た
び
も
篠
山
行
を

せ
が
ま
れ
て
し
ま
い
、
幹
事
の

了
解
を
得
て
同
期
会
に
同
伴
で

出
席
す
る
こ
と
に
し
た
。

同
期
会
は
、
下
立
町
の
池
富

旅
館
で
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
の

は
、
農
学
科
で
は
古
家
君
、
新

保
君
、
武
君
、
竹
内
君
、
戸
沢

君
、
保
田
君
、
山
田
孝
君
、
山

本
君
、
そ
れ
に
私
の
計
九
名
、

農
芸
化
学
科
で
は
稲
田
君
、
井

上
君
、
岩
井
君
、
岸
原
君
、
辻

君
、
中
田
君
、
長
岡
君
、
藤
田

君
、
前
川
君
、
松
下
君
、
山
本

君
の
計
十
一
名
、
畜
産
学
科
で

は
坂
野
君
、
中
村
君
、
藤
井
君
、

別
所
君
、
松
浦
君
の
計
五
名
、

農
学
諏
年
卒

勝

夫

れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
変

っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、

何
処
と
な
く
開
け
た
感
じ
で
、

裏
切
ら
れ
た
よ
う
な
、
も
の
た

ら
な
い
気
持
ち
に
な
っ
た
の
は

私
だ
け
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
又

元
の
大
学
構
内
に
入
っ
た
と
こ

ろ
、
グ
ラ
ン
ド
跡
は
廃
土
が
積

ま
れ
、
み
ご
と
だ
っ
た
桜
は
老

い
朽
ち
て
、
悲
し
い
風
景
で
し

た
。
い
っ
そ
の
こ
と
何
も
残
っ

て
い
な
い
方
が
よ
か
っ
た
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
で
も
仕
方
の

な
い
こ
と
で
す
。
懐
か
し
さ
に

ち
ょ
っ
ぴ
り
淋
し
さ
の
二
日
間

で
し
た
。
で
は
五
年
後
の
再
会

を
楽
し
み
に
、
失
礼
し
ま
す
。

総
勢
二
十
五
名
で
あ
っ
た
。

卒
業
し
て
か
ら
一
度
も
出
会

っ
て
い
な
い
た
め
、
印
象
が
薄

ら
い
で
し
ま
っ
た
者
や
、
顔
は

覚
え
て
い
て
も
、
名
前
を
思
い

出
せ
な
い
者
な
ど
が
い
て
、
「
君

は
誰
だ
っ
た
か
な
あ
巴
と
、
い

ま
さ
ら
聞
く
の
も
面
映
ゆ
く
、

久
方
ぶ
り
の
再
会
を
懐
し
む
反

面
、
何
か
落
ち
着
か
ず
、
二
十

数
年
の
歳
月
の
流
れ
の
大
き
さ

を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

し
か
し
、
会
が
始
ま
り
、
篠
山

名
物
（
？
）
の
山
菜
鍋
を
つ
つ
き

な
が
ら
、
四
方
山
話
に
花
を
咲

か
す
う
ち
に
、
す
っ
か
り
打
ち
解

小

山
美
幸

ザガけ
合
い
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て

昔
に
逆
も
ど
り
し
、
コ
ン
パ
を
や

っ
て
い
る
よ
う
な
楽
し
い
雰
囲

気
に
盛
り
上
っ
て
い
っ
た
。

余
談
に
な
る
が
、
同
伴
の
女

房
と
辻
君
と
が
、
中
学
時
代
の

同
窓
生
で
あ
る
こ
と
が
判
り
、

二
人
共
意
気
投
合
し
て
、
中
学

時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
、

思
い
出
を
語
り
合
っ
て
い
た
。

「
世
間
は
、
広
い
よ
う
で
狭
い
も

の
だ
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
成

程
と
感
じ
た
次
第
で
あ
っ
た
。

二
次
会
は
、
「
お
っ
さ
ん
」
の

店
で
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
一
同
揃
っ
て
出
か
け
た
が
、

あ
い
に
く
、
「
お
っ
さ
ん
」
は
身

体
の
具
合
が
悪
く
、
床
に
伏
し

て
お
り
、
学
生
時
代
「
お
っ
さ

ん
」
に
面
倒
を
か
け
た
者
（
？
）

二
～
三
人
が
、
代
表
で
お
見
舞

す
る
こ
と
に
し
て
、
他
の
者
は

袈
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・
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I 店
で
一
杯
飲
み
な
が
ら
、
再
び

「
お
っ
さ
ん
」
と
の
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
た
。

酔
醒
し
に
篠
山
の
町
を
散
歩

し
よ
う
と
、
六
～
七
人
連
れ
だ

っ
て
本
通
り
を
西
へ
向
い
、
二

階
町
か
ら
西
新
町
へ
、
さ
ら
に
、

篠
山
城
祉
を
経
て
楽
天
座
跡
へ

と
、
様
変
り
し
た
町
の
様
子
を

眺
め
つ
つ
、
往
時
を
偲
び
な
が

ら
そ
ぞ
ろ
歩
い
た
。

月
明
り
の
中
で
眺
め
た
城
跡

の
風
景
は
、
昔
と
少
し
も
変
っ

て
お
ら
ず
、
か
っ
て
こ
の
城
跡

の
紅
葉
の
下
で
、
農
大
茶
道
同

好
会
も
参
加
し
て
、
茶
会
（
野

点
）
が
催
さ
れ
た
こ
と
を
思
い

出
し
、
そ
の
時
の
情
景
が
険
に

浮
か
び
感
慨
無
量
で
あ
っ
た
。

翌
朝
、
名
残
り
を
惜
し
み
な

が
ら
、
次
の
同
期
会
で
の
再
会

を
誓
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
帰
途
に

つ
い
た
が
、
私
達
は
記
念
式
典

に
出
席
出
来
な
か
っ
た
の
で
、

記
念
碑
だ
け
で
も
見
て
お
こ
う

と
、
農
大
跡
に
出
か
け
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
跡
は
食
堂
と
学

舎
の
何
棟
か
は
残
っ
て
い
た
が
、

全
く
の
廃
屋
と
化
し
て
お
り
、

グ
ラ
ン
ド
に
は
雑
草
が
生
茂
っ

て
、
往
時
の
面
影
は
全
く
亡
く
、

寂
し
い
限
り
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
農
場
跡
の
一
隅
に
、
兵
庫

農
科
大
挙
発
祥
の
地
と
し
て
記

念
碑
が
建
立
さ
れ
、
「
我
等
が
青

春
こ
こ
に
あ
り
」
の
碑
文
を
見

た
と
き
、
か
っ
て
、
こ
の
地
で
勉

学
に
励
み
（
？
）
、
ス
ポ
ー
ツ
に
汗

し
、
青
春
を
躯
歌
し
た
頃
の
様

々
な
思
い
が
去
来
し
、
万
感
胸

に
迫
る
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
の
地
で
得
た
多
く
の
こ
と

鴬
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私
達
昭
和
四
十
三
年
卒
業
生

は
、
神
戸
大
学
農
学
部
発
祥
の

地
で
あ
り
、
現
在
、
〃
や
す
ら
ぎ

の
城
下
町
“
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
で
観
光
客
に
親
し
ま

れ
て
い
る
篠
山
の
地
に
て
三
ヶ

年
半
勉
学
し
、
最
終
学
年
の
年

に
は
、
引
越
し
の
荷
造
り
を
手

伝
う
な
ど
、
現
在
の
神
戸
大
学

農
学
部
の
あ
る
六
甲
台
へ
移
転

す
る
と
い
う
節
目
を
体
験
し
た

時
期
の
卒
業
生
で
す
。

又
、
三
ケ
年
半
は
田
舎
の
町

で
、
残
り
の
半
年
間
は
都
会
で

と
い
う
風
に
、
大
学
生
活
四
年

間
の
う
ち
で
、
二
種
類
の
学
生

生
活
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
ラ
ッ
キ
ー
な
時
期
の
卒

業
生
と
も
言
え
ま
す
。

篠
山
に
お
け
る
学
生
生
活
と

い
え
ば
、
旧
篠
山
練
兵
場
兵
舎

を
改
造
し
た
木
造
二
階
建
校
舎

が
勉
学
の
場
で
あ
る
た
め
か
、

校
内
の
緑
豊
か
な
大
地
の
上
で
、

村
夫
子
然
と
し
た
先
生
方
や
パ

ン
カ
ラ
風
の
先
輩
達
と
共
に
、

ス
ポ
ー
ツ
に
勉
学
に
と
一
体
感

が
醸
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。

又
、
篠
山
の
地
は
山
奥
で
あ

を
生
涯
の
糧
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
精
一
杯
生
き
て
い
こ
う
と

決
心
し
、
再
び
こ
の
地
を
訪
れ

る
日
が
来
る
こ
と
を
願
い
、
さ

発
祥
の
地
で
の
同
期
会

る
た
め
、
殆
ど
の
学
生
が
下
宿

生
活
を
し
て
お
り
、
先
生
方
も

生
活
の
場
を
篠
山
に
置
い
て
お

ら
れ
る
方
が
多
か
っ
た
た
め
、

講
義
終
了
後
の
私
生
活
の
場
に

於
て
も
、
小
さ
な
町
中
の
小
さ

な
食
堂
や
酒
場
に
て
、
先
生
や

学
生
達
が
一
緒
に
食
事
を
し
た

り
、
酒
を
酌
交
す
光
景
が
日
常

茶
飯
事
の
よ
う
に
見
ら
れ
、
学

内
学
外
を
通
じ
て
、
先
生
方
と

学
生
が
生
活
を
共
に
し
て
い
た

よ
う
な
感
が
、
今
で
も
鮮
烈
に

残
っ
て
い
ま
す
。

六
甲
台
に
お
け
る
学
生
生
活

は
僅
か
半
年
間
で
あ
り
、
卒
業

論
文
の
追
い
込
み
時
期
に
も
当

っ
た
た
め
、
学
生
生
活
を
充
分

に
味
わ
う
に
至
ら
ず
、
篠
山
時

代
と
の
比
較
は
出
来
ま
せ
ん
が
、

学
舎
が
高
層
建
築
物
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
交
流
が
そ
の
階

層
ご
と
に
分
断
さ
れ
て
い
た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
又
、
神
戸

は
大
都
市
で
あ
る
た
め
、
キ
ャ

ン
パ
ス
を
離
れ
れ
ば
、
先
生
方

も
学
生
も
、
大
都
会
に
吸
収
さ

れ
て
し
ま
い
、
交
流
は
限
ら
れ

た
親
し
い
者
同
志
だ
け
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て

ら
に
、
次
の
同
期
会
に
は
よ
り

多
く
の
学
友
が
集
う
こ
と
を
期

待
し
て
、
青
春
の
地
〃
篠
山
”
を

後
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

農
化
娼
年
卒
上
垣
豊
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い
ま
す
。
卒
業
し
て
十
六
年
た
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全

く
そ
の
通
り
で
、
十
六
年
前
と

っ
た
今
に
な
っ
て
顧
み
ま
す
れ
は
違
っ
て
、
夫
々
に
そ
れ
な
り
の

謬
雛
雛
繩
櫟
鮒
風
騨
蕊
溌
で
誇
鮭

わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

な
し
に
欠
席
さ
れ
た
方
が
い
た

さ
て
前
置
き
が
長
く
な
り
ま
た
め
、
宴
会
費
用
の
値
引
き
交

齢
燕
蝋
難
鱗

ま
し
た
の
で
、
こ
の
機
会
を
と
校
時
代
の
同
級
生
だ
っ
た
こ
と

ら
え
、
あ
の
懐
し
き
地
に
て
同
も
幸
い
し
、
大
変
な
便
宜
を
は

期
会
を
ぜ
ひ
開
こ
う
と
、
十
六
か
ら
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
又
、

年
目
に
し
て
、
初
め
て
の
五
学
西
羅
先
生
及
び
同
期
生
の
塩
川

科
そ
ろ
っ
て
の
同
期
会
を
開
く
芳
郎
君
（
欠
席
）
よ
り
、
宴
会
費

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

用
の
足
し
に
と
祝
金
を
頂
載
し

昭
和
五
十
九
年
五
月
十
九
日
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

午
後
六
時
よ
り
、
〃
高
砂
旅
館
″
ま
す
。

に
て
、
約
五
十
名
に
及
ぶ
同
期
酒
を
酌
交
し
な
が
ら
の
談
論

生
が
集
ま
り
、
和
気
調
々
の
雰
風
発
。
十
六
年
前
に
タ
イ
ム
・

囲
気
に
包
ま
れ
て
、
宴
の
会
の
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
に
、

火
ぶ
た
が
切
ら
れ
ま
し
た
。
学
生
気
分
に
戻
り
、
旧
交
を
温

ま
ず
、
醗
酵
生
産
学
教
室
の
め
合
う
う
ち
に
時
間
が
来
て
、

集
り
で
あ
る
与
作
会
と
掛
け
持
九
時
過
ぎ
に
散
会
し
ま
し
た
。

ち
に
も
か
、
わ
員
ず
、
ご
出
席
を
殆
ど
の
者
が
宿
泊
し
ま
し
た

心
よ
く
引
受
け
て
下
さ
れ
た
西
が
、
ど
う
し
て
も
帰
ら
な
け
れ

羅
先
生
の
お
話
で
始
ま
り
、
次
ぱ
な
ら
な
い
者
も
い
て
、
〃
元
気

い
で
、
一
同
に
会
す
る
こ
と
が
出
で
／
、
頑
張
れ
よ
〃
．
“
と
の
声
を

来
た
こ
と
を
祝
し
て
乾
杯
。
か
け
、
送
り
出
し
た
後
、
懐
し
の

十
六
年
振
り
に
顔
を
合
わ
す
酒
場
〃
お
っ
さ
ん
“
に
て
二
次
会

者
も
多
く
、
顔
と
名
前
が
一
致
を
開
く
者
、
麻
雀
に
、
話
に
と

し
な
い
た
め
、
自
己
紹
介
す
る
興
ず
る
者
と
、
皆
思
い
思
い
に

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同
期
生
分
散
し
て
一
夜
を
過
ご
し
ま
し

個
々
の
現
状
を
ひ
と
わ
た
り
聞
た
。
翌
朝
、
記
念
写
真
を
撮
つ

く
と
、
企
業
の
中
堅
幹
部
と
し
た
後
、
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
、

て
頑
張
っ
て
い
る
者
や
独
立
し
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

て
経
営
者
に
な
っ
て
い
る
者
な

ど
色
々
い
ま
し
た
。
西
羅
先
生

の
〃
社
会
に
出
て
、
皆
が
そ
れ

ぞ
れ
頑
張
っ
て
い
て
く
れ
て
い

る
顔
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
非

常
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
“
と

▲祝賀会風景
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▼
「
発
祥
の
地
記
念
碑
」
除
幕

式
と
記
念
祝
賀
会

昭
和
弱
年
５
月
岨
日
多
数
の

参
加
者
を
得
て
、
兵
庫
県
篠
山

総
合
庁
舎
（
旧
兵
庫
農
科
大
学

農
場
跡
地
）
に
お
い
て
挙
行
さ

れ
た
。

▼
役
員
会
報
告

昭
和
弱
年
４
月
”
日

定
期
役
員
会
於
金
龍
閣

○
昭
和
認
年
度
経
過
報
告
な

ら
び
に
会
計
報
告

○
昭
和
弱
年
度
役
員
選
出

○
昭
和
弱
年
度
事
業
計
画

昭
和
帥
年
３
月
四
日

常
任
幹
事
会
於
農
学
部

○
「
六
篠
会
報
」
第
６
号
編

集
方
針
に
つ
い
て

○
「
神
戸
大
学
農
学
部
紹
介
」

冊
子
の
取
扱
い
に
つ
い
て

○
「
第
拓
回
新
制
大
学
農
学

部
協
議
会
」
（
於
神
戸
大

学
）
に
つ
い
て

○
神
大
ク
ラ
ブ
運
営
に
つ
い

て
○
昭
和
帥
年
度
役
員
選
出
に

つ
い
て

○
昭
和
印
年
度
事
業
計
画
に

つ
い
て

▼
昭
和
六
十
年
度

定
期
役
員
会
報
告
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１

１

会
則
第
九
条
に
基
づ
き
、
昭

和
六
十
年
度
の
定
期
役
員
会
は

四
月
二
十
日
（
土
）
午
後
三
時
よ

り
金
龍
閣
に
お
い
て
、
役
員
の

過
半
数
の
出
席
を
得
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
昭
和
五
十
九
年
度
の

経
過
報
告
な
ら
び
に
会
計
決
算

報
告
・
会
計
監
査
報
告
が
各
担

当
役
員
よ
り
な
さ
れ
、
異
議
な

く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
、
昭
和
六
十
年
度
役

員
選
出
に
つ
い
て
会
長
よ
り
提

案
さ
れ
、
別
記
の
通
り
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
引
続
い
て
、
昭
和
六

十
年
度
事
業
計
画
案
・
予
算
案

な
ど
の
説
明
が
各
担
当
役
員
か

ら
な
さ
れ
、
審
議
さ
れ
た
結
果
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▼
六
篠
会
組
織
と
内
規

の
検
討
に
つ
い
て

東
、
久
下
、
田
中
各
副
会
長

及
び
久
保
監
事
、
能
宗
、
北
浦

両
幹
事
を
中
心
に
各
種
内
規
の

検
討
が
進
め
ら
れ
、
三
回
の
会

合
の
ま
と
め
と
し
て
、
現
在
次

の
三
内
規
が
試
案
の
形
で
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。

一
、
教
育
・
研
究
助
成
に
関
す

る
内
規

二
、
慶
弔
に
関
す
る
内
規

1

1

ー-皇一＝』
▲発祥の地記念碑の除幕式後の風景

三
、
代
議
員
に
関
す
る
内
規

▼
学
術
講
演
会
助
成

の
活
用
を
／
、

六
篠
会
で
は
、
海
外
か
ら
の

学
者
・
研
究
者
の
来
学
に
際
し
、

農
学
部
各
学
科
主
催
と
す
る
学

術
講
演
会
に
一
件
一
名
、
三
万

円
程
度
の
助
成
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
昭
和
師
・
弼
年
の
両
年

度
は
夫
々
数
件
の
学
術
講
演
会

が
開
か
れ
好
評
で
し
た
が
、
昨

年
度
は
低
調
で
し
た
の
で
、
母

校
の
教
官
の
先
生
方
の
活
用
を

最
非
お
願
い
し
ま
す
。

国
際
琴
ｘ
云
で
日
本
に
来
ら
れ

た
場
合
や
個
人
的
に
来
日
さ
れ

た
場
合
で
も
、
こ
の
助
成
金
を

利
用
し
、
神
戸
ま
で
足
を
の
ば

し
て
も
ら
っ
て
講
演
会
を
開
い

て
い
た
零
、
け
れ
ば
、
学
生
の
教

育
上
も
刺
激
に
な
り
ま
す
し
、

神
戸
で
の
ホ
テ
ル
代
位
に
な
り

ま
す
の
で
、
神
戸
を
ご
案
内
さ

れ
る
の
に
も
有
効
か
と
思
い
ま

す
の
で
、
一
層
の
ご
活
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
Ｋ
Ｕ
Ｃ
（
神
大
ク
ラ
ブ
）

〒
剛
神
戸
市
中
央
区
雲
井

通
七
の
一
の
一
神
戸
新
聞
会

館
８
階
（
国
鉄
三
宮
駅
前
）
き
↓

○
七
八
～
二
三
一
～
’
四
一
五

入
会
金
一
万
円

年
会
貢
六
千
円

営
業
時
間
午
後
五
～
十
時

▼
神
戸
大
学
Ｋ
Ｕ
Ｃ
ブ
ラ
イ

ダ
ル
・
セ
ン
タ
ー
開
設
ご
案
内

こ
の
た
び
、
神
戸
大
学
学
友

会
が
、
Ｋ
Ｕ
Ｃ
会
員
の
皆
様
方

の
ご
結
婚
の
ご
相
談
に
応
じ
る

た
め
に
、
営
利
を
目
的
と
せ
ず
、

良
心
的
に
、
親
切
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
新
し
く
Ｋ
Ｕ
Ｃ
ブ
ラ
イ
ダ

ル
・
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
社

会
的
地
位
の
あ
る
Ｋ
Ｕ
Ｃ
会
員

の
ご
子
弟
、
及
び
、
神
戸
大
学

関
係
者
の
絶
大
な
る
ご
協
力
。

ご
支
援
に
よ
っ
て
の
み
そ
の
運

営
が
保
障
さ
れ
る
も
の
と
考
え

ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
役
員
や
相
談
員

は
す
べ
て
Ｋ
Ｕ
Ｃ
の
会
員
で
構

成
さ
れ
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
、

安
心
し
て
お
申
し
込
み
い
た
だ

け
る
も
の
と
確
信
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

お
申
し
込
み
の
う
え
は
、
ご

遠
慮
な
く
な
ん
ど
で
も
ご
来
室

の
う
え
、
相
談
員
と
の
連
絡
を

密
に
さ
れ
ま
す
こ
と
が
、
早
く

成
果
を
あ
げ
る
道
か
と
存
じ
ま

す
の
で
、
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
か
た

が
た
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

▽
申
し
込
み
資
格

一
、
Ｋ
Ｕ
Ｃ
会
員
で
あ
る
こ
と
。

二
、
Ｋ
Ｕ
Ｃ
会
員
の
責
任
あ
る

紹
介
に
よ
る
男
女
で
あ
る
こ

議灘蕊灘灘灘
▲35周年記念会場案内

…零

▲KUC案内図

、
〃
」
Ｏ

▼
相
談
日
及
び
相
麟
堀
所

一
、
相
談
日
毎
週
水
曜
日

・
日
曜
日
の
２
日
（
電
話
で

の
予
約
に
よ
る
）

二
、
相
談
場
所
セ
ン
タ
ー
事

務
所
（
神
戸
市
東
灘
区
住
吉

山
手
１
～
９
～
砲
沢
田
方
）

三
、
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ

８
４
３
～
２
５
１
５

▼
費
用

一
、
申
し
込
み
時
に
１
万
円

（
１
年
間
有
効
）

二
、
申
し
込
み
用
紙
代
１
組

に
つ
き
５
百
円
。

三
、
お
見
合
い
時
に
５
千
円

（
双
方
よ
り
）

四
、
ご
婚
約
成
立
時
に
５
万

「
発
祥
の
地
記
念
碑
」
の
建

立
、
記
念
祝
賀
会
を
は
じ
め
と

す
る
創
立
三
十
五
周
年
記
念
事

業
は
成
功
裡
に
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
今
回
の
会
報
は
記
念
碑

除
幕
式
、
祝
賀
会
、
そ
の
後
に

催
さ
れ
た
各
グ
ル
ー
プ
の
宴
会

に
つ
い
て
の
記
事
を
中
心
に
編

集
い
た
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
御

寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

祝
賀
会
は
創
立
三
十
五
周
年

を
祝
う
の
み
で
な
く
、
同
窓
諸

氏
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

圃
團
圖
團

■
■
■
ゆ
●
■
■
■
・
日
日
日
日
■
日
日
．
‐
日
日
日
日
Ｉ
Ｌ
■
●
・
６
．
１
０
日
■
１
日
日
．
■
Ｄ
Ｂ
■
■
■
日
日
ロ
。
．
：
日
日
日
日
ｉ
‐
‐
１
．
１
‐
１
１
‐
１
１
．
１
・
日
日
■
．
１
１
日
■
■
■

’
場
と
し
て
も
役
立
っ
た
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
報
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

御
意
見
や
近
況
な
ど
、
さ
ら
に

同
期
会
や
学
生
時
代
の
ク
ラ
ブ
、

そ
の
他
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
職

場
に
お
け
る
会
な
ど
に
つ
い
て

の
記
事
の
御
投
稿
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
会
員
皆
様
の
御
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
＊
＊

当
初
五
月
発
行
の
予
定
で
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、

事
情
に
よ
り
遅
れ
ま
し
た
こ
と

を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

円
（
双
方
よ
り
セ
ン
タ
ー
へ

の
寄
付
金
と
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
そ
の
他
手
土
産
等
一

切
不
要
で
す
。
）

▼
申
し
込
み
手
続
き

一
、
当
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の

下
記
書
類
（
三
種
類
）
と
写

真
に
通
信
費
を
添
え
て
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

●
申
込
書
１
通

●
身
上
書
３
通

●
添
書
３
通

二
、
写
真
（
サ
ー
ビ
ス
版
程
度

の
最
近
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を

、
枚
）

三
、
提
出
書
類
は
成
立
す
る
ま

で
は
一
年
毎
に
更
新
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▲創立35周年配念祝賀会

の部壁
口
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龍
正
幸
郎
清
豊
司
平
禎
博
夫
進
聰
久
三
彦
進
三
伸
晃
昭
一
彦
昭
司
彦
文
人
司
平

保
士
善
代
一
陽
康
義
雄
武
一
昌
秀
博
荘
親
成
直
弘
和
修
庸

武
尾

家
内
南
原
子
垣
貫
保
口
田
宗
川
井
浦
上
田
井
原
田
沢
本
藤
内
尾
村
井
木
十
口

新
竹
河
岸
王
上
切
久
山
石
能
前
藤
北
氷
植
酒
杉
中
岡
山
辻
内
脇
西
中
寺
山
三
江

収入の部

昭和59年度学術振興基金
六篠会学術振興基金決算報告書 監 事

幹 事35周年特別記念事業会計決算報告書
収入の部

＊
神
戸
大
学
Ｋ
Ｕ
Ｃ
ブ
ラ
イ
ダ
ル
・
セ
ン
タ
ー
委
員
↓
西
川
欣
一

＊
Ｋ
Ｕ
Ｃ
運
営
委
員
↓
西
川
欣
一
・
新
家
龍
・
酒
井
進

支出の部

昭和59年度一般会計決算報告書
収支対照表 支出の部

収入の部

監査の結果誤りのないことを認める。

昭和60年4月15日

久保一兵⑳

切貫武代司⑳

ことを認める。監査の結果誤りのない

4月18日昭和59年

久保一兵④

切貫武代司④
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項 目

農学部活動援助費

一般事業費

特別記念事業費

一般事務費

会 議 費

旅 費

慶 弔 費

神大学友会経費

雑 費

予 備 費

学術振興基金

合 計

予算額

皿
皿
皿
皿
咽
皿
皿
皿
咽
蠅
咽

帥
、
鋤
帥
帥
帥
即
卯
加
副
側

２
０
４
８
１
１
１
０

Ｐ
Ｐ

１

１
１

３

7,091,402

決算額

200,000
0

1,506,209
593,165
151，498

45，750

159,230
73，545

０
０

3,0側,000

5,729,397

前年度繰越金

本年度入金

合 計

４
４

９
５

２
７

，
？

９
２

４
７

１
６

９
？

１
６

7,822,048

本年度支出金

次年度へ繰越

,へ
ロ 計

６
２

４
０

６
４

Ｑ
Ｌ

８
４

６
１

９
９

４
３

7,822,048

項 目

前年度繰越金

一般会計より繰入れ

寄 附 金

預金利子

合
↓
Ｉ

ペ
ヨ
Ｐ

予算額

9,639,584

9“,皿

1，0“

250,000

10,790,584

決算．額

9,639,584

皿
０
恋

９
９

皿
唖

11,023,130項 目

前年度繰越金

入 会 金

特別記念事業寄附金

預金利子

雑 収 入

合 言＋
ﾛ、

予算額

狸
咽
皿

鯛
、
㈹

１
８
０

１
３
１

20，000

10．0㈹

6,049,294

決算額

1,149,294

4,120,0㈹

2,506,5㈹

９
５

４
０

６
６

銘
７

7,822,048

項 目

前年度繰越金

一般会計より繰入れ

寄 附 金

預金利子

合 計

予算額

11,023,130
3，0㈹,000

1，000

550,0㈹

14,574,130

決算額

11，023，130

3,000,0㈹

0

633,071

14,656,201

項 目

会 費

式典運営費

合
４
１

『
蚕
Ｐ

予算額

1,250,000
7㈹'0“

1,950,000

決算額

咽
皿

０
７

２
１

１
２

Ｌ
Ｌ

2,337,009

項 目

農学部活動援助費

一般事業費

特別記念事業費

一般事務費

会 議 費

旅 費

慶 弔 費

神大学友会経費

雑 費

予 備 費

学術振興基金

合 計

予算額

皿
皿
皿
噸
皿
咽
咽
皿

側
側
側
的
卵
帥
仙
卵

２
５
０
９
１
１

９
９

１
２

20,000

129,294

9㈹'0㈹

6,049,294

決算額

2㈹'0“

745,0帥

2,168,801
454,125
135,710

46，110

5，9㈹

25，0㈹

0

0

900,000

4,680,646

項 目

式 場 費

飲 食 費

記念品代

送 迎 費

OB会等援助費

鏡 割 費

そ の 他

合 計

予算額

皿
皿
皿
皿
皿
皿

帥
帥
鋤
側
如
帥

３
６
８
１

0

1,950,000

決算額

帥
側
㈹
㈹

４
４
５
３

地
甥
理
師

２
０
７

２
７
３

４
６
２

Ｆ
Ｐ
，

３
８
７

４
９
６

2,337,009

前年度繰越金

本年度入金

合 計

２
０

０
２

４
２

，
，

１
６

４
１

１
３

分
Ｆ

３
４

7,457,622

本年度支出金

次年度へ繰越

合 計

７
５

９
２

３
２

り
り

９
８

２
２

７
７

Ｆ
自

５
１

7,457,622

項 目

前年度繰越金

入 会 金

特別記念事業寄附金

預金利子

雑 収 入

合 計

予算額

3,141,402

3,860,0“

㈹
伽
帥

０
０
０

帥
鋤
加

7,091,402

決算額

3,141,402

3,930,0“

359,0㈹

20，045

7，175

7,457,622


